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（単位：千円）

増減率増減額前年度予算本年度予算会　　計　　区　　分

8.9289,5003,252,5003,542,000　　　　一　般　会　計　(Ａ)

16.184,100521,100605,200国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

特　

別　

会　

計

2.51,63365,11466,747簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

△ 0.7△ 908138,287137,379公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

△ 5.1△ 40,060783,760743,700老 人 保 健 特 別 会 計

6.150,564822,398872,962介 護 保 険 特 別 会 計

4.195,3292,330,6592,425,988合　　　　　計　(Ｂ)

△ 19.7△ 118,172600,293482,121歳　入　　
町立病院事業会計

△ 17.1△ 109,863641,769531,906歳　出(Ｃ)

4.4274,9666,224,9286,499,894総　　　　計　(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)

■予算
町がさまざまな仕事を行なうための１年間

（４月～３月）の収入と支出の予定です。

■一般会計
　町の仕事を行なうための支出と、そのため
の必要な収入を管理する会計の中で、一番基
本的なものです。

■特別会計
　特定の事業を行う場合や、特定の収入を特
定の支出に充てるため、一般会計と区別して
管理する必要がある場合設けられる会計で
す。
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説　　明町民１人
当 た り予 算 額区　　分

議員報酬や「議会だより」の発
行など議会運営に関する経費

10,132円4,302万円議 会 費

役場庁舎管理、住民票の発行、広報
誌発行などの経費、町営バス運行

50,831円2億1,583万円総 務 費

老人福祉や児童福祉、国民年金
など福祉に関する経費

101,390円4億3,050万円民 生 費

総合健康診査やごみ、し尿処理な
ど健康や環境衛生に関する経費

108,935円4億6,254万円衛 生 費

農業振興や農林道の維持、ほ場
整備などに関する経費

79,976円3億3,958万円農 林 業 費

商工業の振興対策や観光に関す
る経費

29,925円1億2,706万円商 工 費

町道の維持管理、公営住宅、除排
雪などに関する経費

84,854円3億6,029万円土 木 費

消防活動に必要な経費を士別地
区消防組合に支出

28,839円1億2,245万円消 防 費

小中学校の運営や公民館、体育
館、図書館などに関する経費

76,465円3億2,467万円教 育 費

地震・水害など災害にあった場
合、修復するための費用

711円302万円災害復旧費

公共施設などを建設する際に借り
入れた国などからの借金の返済金

125,634円5億3,344万円公 債 費

町職員の給与に関する経費136,010円5億7,750万円給 与 費

495円210万円
諸支出金・
予 備 費

834,197円35億4,200万円合　 　 計

説　　明町民１人
当 た り予 算 額区　　分

町民の固定資産税、軽自動車税な
ど皆さんに納めていただく税金

62,857円2億6,689万円町　 　 税

負担金や保育料、住民票など手
数料、公営住宅使用料

44,863円1億9,049万円
負担金および
手 数 料 他

町の基金（貯金）を取り崩すも
の、他の会計からの繰入金

66,467円2億8,222万円繰 入 金

前年度会計の残金のうち、本年
度に繰り越す額

2,355円1,000万円繰 越 金

預金利子、貸付金元利収入、私用
電話料、自動販売機の電気料など

30,356円1億2,889万円諸 収 入

町の規模により、標準的に必要な
お金を算定し、国から交付される
お金

466,321円
19億8,000万

円
地方交付税

自動車重量税、預金利子にかかる
税金、消費税、自動車取得税など
一定の算定により交付されたもの

48,187円2億0,460万円地方譲与税他

道路の建設などに対して補助金な
どとして国から入ってくるお金

17,588円7,468万円国庫支出金

道が行なうべき事務への委託金
や道の政策による補助金

48,806円2億0,723万円道 支 出 金

公共事業などを行なうときに国
などから借り入れる借金

46,397円1億9,700万円町　 　 債

834,197円
35億4,200万

円
合  　 計
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※１人当たりの金額は、一般会
計予算額を科目ごとに平成19
年２月末現在の人口4,246人で
割ったものです。

《目的別》

《性質別》



　

平
成
十
九
年　

第
一
回
町
議
会
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行

へ
の
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
し
の
ぎ
、

戦
後
最
長
と
い
わ
れ
る
景
気
の
拡
大

を
背
景
と
し
て
、
国
は
「
成
長
な
く

し
て
財
政
再
建
な
し
」
の
理
念
の

下
、
成
長
力
強
化
に
向
け
た
改
革
を

加
速
・
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

可
能
な
社
会
を
目
指
す
た
め
の
取
り

組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
と
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
極
め
て
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
抜
本
的
な
行

政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
、
二
十
一

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み
を
作
り

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
北
海
道
で
は
現
実
的
と
な

っ
た
赤
字
再
建
団
体
へ
の
転
落
を
回

避
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
行
財
政
構
造
を
構
築
す
る
た
め
、

真
に
「
道
民
の
た
め
に
働
く
道
庁
づ

く
り
」
に
向
け
た
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
平
成
十
九
年
度
に
達
す
る

と
予
想
さ
れ
る
千
八
百
億
円
の
収
支

不
足
の
解
消
に
向
け
て
、
集
中
的
な

歳
出
削
減
等
の
取
り
組
み
を
実
行
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
政
環
境
の
な
か
、

和
寒
町
は
平
成
十
八
年
度
を
行
政
改

革
元
年
と
位
置
づ
け
し
、
受
益
者
負

担
の
原
則
に
基
づ
く
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
や
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

「
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
」
に
示
さ

れ
た
方
向
性
を
具
現
す
る
た
め
、
そ

の
速
度
を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
十
九
年
度
の
予

算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
三
位

一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

税
源
移
譲
や
地
方
交
付
税
に
お
け
る

新
型
交
付
税
導
入
に
よ
る
影
響
額
を

考
慮
す
る
と
と
も
に
、
財
源
の
洗
い

出
し
と
そ
の
確
保
に
徹
底
を
期
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
行
財
政
改
革
の

実
効
性
を
高
め
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
政
運
営
を
念
頭
に
、
元
気
あ
る

和
寒
町
を
創
る
た
め
の
事
務
事
業
を

積
み
上
げ
ま
し
た
が
、
地
域
産
業
の

振
興
や
社
会
福
祉
の
増
進
、
医
療
制

度
の
改
正
、
教
育
基
盤
の
整
備
な
ど

緊
急
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た

財
源
の
重
点
的
・
効
果
的
な
活
用
を

図
る
な
か
で
、
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
町
政
の
執
行
に
あ
た
り
ま

す
。

　

私
は
予
算
編
成
に
あ
た
り
重
点
方

針
と
し
て

一
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行

一
、
地
域
産
業
の
活
性
化
と

生
産
基
盤
の
充
実

一
、
担
い
手
の
育
成
と
福
祉
の
充
実

の
三
項
目
を
位
置
づ
け
い
た
し
ま
し

た
。 

予
算
規
模
は
、

一
般
会
計

　
　

三
五
億
四
、
二
〇
〇
百
万
円

　
　

（
対
前
年
比
八
・
九
〇
％
増
）

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

六
億
五
二
〇
万
円

　

（
対
前
年
比
十
六
・
一
四
％
増
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

六
、
六
七
四
万
七
千
円

　

（
対
前
年
比
二
・
五
一
％
増
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

一
億
三
、
七
三
七
万
九
千
円

　

（
対
前
年
比
〇
・
六
六
％
減
）

老
人
保
健
特
別
会
計

　

七
億
四
、
三
七
〇
万
円

　

（
対
前
年
比
五
・
一
一
％
減
）

介
護
保
険
特
別
会
計

　

八
億
七
、
二
九
六
万
二
千
円

　

（
対
前
年
比
六
・
一
五
％
増
）

町
立
病
院
事
業
会
計

　

五
億
三
、
一
九
〇
万
六
千
円

　

（
対
前
年
比
十
七
・
一
二
％
減
）

　

全
会
計
の
合
計
は
、
六
四
億
九
、

九
八
九
万
四
千
円
と
な
り
、
対
前
年

比
四
・
四
二
％
の
増
、
金
額
に
し
て

二
億
七
、
四
九
六
万
六
千
円
と
増
額

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
十
八

年
度
の
当
初
予
算
は
骨
格
予
算
で
あ

り
、
六
月
定
例
会
で
の
政
策
予
算
計

上
後
の
全
会
計
の
比
較
で
は
、
対
前

年
比
〇
・
六
五
％
の
減
、
金
額
に
し

て
四
、
二
六
九
万
五
千
円
の
減
と
僅

か
な
が
ら
縮
小
し
た
予
算
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

農
林
業
関
係

農
林
業
関
係

　

平
成
十
七
年
三
月
に
国
が
策
定
し

た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
、
戦
後
最
大
の
農
政

改
革
で
あ
る
「
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
」の
導
入
元
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
担
い
手
に
対
す
る
施

策
は
継
続
さ
れ
る
も
の
の
、
小
規
模

農
家
に
対
す
る
支
援
策
は
な
く
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
過
去
に
な
い

厳
し
さ
と
な
り
ま
す
。
加
え
て
Ｗ
Ｔ

Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
農
業
交
渉
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経

済
連
携
協
定
）
な
ど
関
税
の
見
直
し

が
な
さ
れ
れ
ば
、
本
町
農
業
は
も
と

よ
り
我
が
国
の
農
業
は
壊
滅
的
打
撃

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
危

惧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
阻
止
行
動
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
の
食
生
活
の
変
化
、

産
地
間
競
争
に
よ
る
農
産
物
の
価
格

の
下
落
、
さ
ら
に
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
の
育
成
確
保
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
農
業
経
営
は
大

き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
も
経
営
安

定
対
策
な
ど
を
視
野
に
お
い
て
、
本

町
の
総
合
計
画
や
農
業
振
興
計
画
を

基
本
と
し
、
農
業
委
員
会
、
農
業
振

興
対
策
協
議
会
、
農
業
者
や
関
係
機

関
の
ご
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
本

町
農
業
の
安
定
的
・
継
続
的
な
発
展

を
期
す
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
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町長　　伊　藤　昭　宣

　

平
成
十
九
年
第
一
回
町
議
会
定
例
会
初
日
の
三
月
五
日
、
伊
藤
町
長
が

町
政
執
行
方
針
、
田
代
教
育
長
が
教
育
執
行
方
針
を
そ
れ
ぞ
れ
表
明
し
、

議
会
や
町
民
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

以
下
執
行
方
針
及
び
主
要
施
策
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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●
稲
作
関
係

　

本
町
の
基
幹
作
目
の
米
生
産
に
つ

き
ま
し
て
は
、
十
九
年
産
米
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
「
天
塩
の
大
地
」
の
効
果
が
現

れ
、
産
地
指
定
率
が
上
が
っ
た
こ
と

か
ら
ラ
ン
ク
一
か
ら
ラ
ン
ク
四
に
な

り
、
北
海
道
の
生
産
調
整
に
対
す
る

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
昨
年
よ
り
主

食
米
の
作
付
配
分
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、
約
一
・
五
％
増
の
五
、
八
〇
五

・
九
ト
ン
と
な
り
、
面
積
に
し
て

一
、一
〇
七
・
九
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
り
ま
し
た
。
配
分
さ
れ
た
目
標
作

付
面
積
は
、
農
事
組
合
長
を
通
し
て

作
付
面
積
の
希
望
を
調
査
し
、
調
整

結
果
を
農
業
振
興
対
策
協
議
会
に
諮

り
、
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
に
配
分
を

周
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

十
八
年
産
米
は
、
道
産
米
の
評
価

が
上
が
り
、
価
格
の
面
で
も
若
干
上

昇
し
、
収
量
に
お
い
て
も
二
年
連
続

で
豊
作
と
な
り
ま
し
た
が
、
稲
作
収

入
は
依
然
低
迷
し
て
お
り
、
生
産
農

家
は
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま
す

の
で
、
米
の
作
付
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

遵
守
し
、
生
産
者
、
関
係
団
体
と
連

携
し
、
消
費
者
が
求
め
る
安
全
・
安

心
、
そ
し
て
高
品
質
で
売
れ
る
米
づ

く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
今
年
度
は
地
域
水
田
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
の
年
で
あ
り
、

産
地
づ
く
り
交
付
金
は
新
た
な
需
給

調
整
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
算
定
基
準
が

変
更
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
稲
作
構

造
改
革
促
進
交
付
金
を
含
め
た
産
地

づ
く
り
交
付
金
は
五
億
二
、
一
六
四

万
七
千
円
と
な
り
、
耕
畜
連
携
水
田

活
用
対
策
交
付
金
の
二
、
四
一
七
万

八
千
円
と
合
わ
せ
た
金
額
は
五
億

四
、
五
八
二
万
五
千
円
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
前
年
度
の
交
付
額
と
ほ
ぼ

同
額
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

産
地
づ
く
り
交
付
金
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
で
検
討
し
ま
し
た
交
付
案
を

基
に
、
去
る
二
月
十
六
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
農
業
振
興
対
策
協
議
会
に

お
い
て
協
議
・
承
認
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
過
日
説
明
会
を
開
催
し
そ
の

内
容
を
農
業
者
の
方
々
に
周
知
を
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
新
年
度
も
「
農
業
高
度
活
性

化
事
業
補
助
」
、「
後
継
者
育
成
振
興

奨
励
事
業
補
助
」
、「
畑
作
振
興
事
業

補
助
」
な
ど
の
振
興
対
策
を
講
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
に
つ

き
ま
し
て
は
建
設
以
来
相
当
の
年
数

が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
順
次
機
械
設
備

の
更
新
を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
本

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
ビ
ン
洗
浄
機

の
更
新
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
特
産
物
の
加
工
品
研
究
に

つ
き
ま
し
て
は
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

で
引
き
続
き
検
討
し
て
頂
く
よ
う
予

算
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

「
経
営
所
得
安
定
対
策
大
綱
」
で

は
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
と

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

は
、
施
策
の
両
輪
と
し
て
国
で
は
導

入
い
た
し
ま
し
た
が
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
制
度
と
重
複
す

る
部
分
等
が
あ
り
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
は
本
年
見
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
今
後
こ
の
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
行
き
ま

す
。

　

●
土
地
改
良
事
業

　

農
業
経
営
の
安
定
と
生
産
性
の
向

上
を
図
る
上
で
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
事
業
で
あ
り
、
平
成
十
九
年
度
に

お
い
て
も
新
規
採
択
の
二
地
区
を
加

え
た
三
地
区
で
実
施
と
な
り
、
三
億

三
、
四
〇
〇
万
円
の
事
業
費
で
、
継

続
地
区
に
つ
い
て
は
暗
渠
・
区
画
整

理
等
の
工
事
を
、
新
規
地
区
に
お
い

て
は
調
査
設
計
等
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
新
規
採
択

予
定
地
区
で
あ
り
ま
す
、
菊
野
西
地

�������	
�
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★後継者育成振興奨励事業（担い手育成もでる事業、
認定農業者農地利用集積支援事業、新規就農対策
事業補助、担い手研修等報償）

★農業高度活性化事業（施設整備及び機械導入補助）
★稲作振興対策（稲作振興協議会補助）
★畑作振興対策事業（蔬菜組合連合会補助、野菜価格
安定事業補助）

★農家経営安定対策（各種農業制度関連資金利子補給
補助、平成16年度台風被害支援利子補給）

★中山間地域等直接支払事業（中山間地域等直接支払
交付金）

�������			
��


��
★農業活性化センター運営対策（活性化センター運営
費）

★特産物振興対策（加工センター運営経費、加工セン
ター備品購入【新規】、加工センター等屋根塗装
【新規】、加工品研究費【新規】）

★土づくり対策（バーク供給センター運営経費）

���������	
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★林業振興事業（21世紀北の森づくり推進事業補助、
有害鳥獣駆除活動補助等、森林整備地域活動支援
交付金、林道開設事業）

���������	
��
★畜産振興対策（酪農ヘルパー事業、草地改良事業補助、
受精卵移植事業補助）

★農家経営安定対策（畜産特別資金利子補給補助）
★公共育成牧場対策（三和牧場運営管理費、国有林野借上
料）

���������	
���
�
★道営土地改良事業（和寒中央地区地域水田農業支援緊急
整備事業、和寒北地区経営体育成基盤整備事業、第１
幹線地区新農業水利システム保全整備事業、菊野西地
区畑地帯総合整備事業（計画樹立）【新規】）

★国営造成施設管理体制整備促進事業

���������	
�
�
��
★全国植樹祭記念植樹事業【新規】
★特別雇用対策町有林等維持管理事業
★町有林整備事業
★国有林2348林班整備事業

���������	
��
��
★担い手推進事業
　　（都市女性農村生活体験事業、担い手推進協議会補助）
★農地流動化活動事業



区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
で
の
計
画

樹
立
に
お
い
て
も
、
関
係
者
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
参

り
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
か
ら
新
た
に
五
年

間
の
制
度
が
確
定
し
た
農
家
負
担
軽

減
策
と
し
て
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

「
持
続
的
農
業
・
農
村
づ
く
り
促
進

特
別
対
策
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
元
負
担
の
う
ち
、
面
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
五
％
を
、
か
ん
が
い

排
水
事
業
に
つ
い
て
は
六
・
二
五
％

を
道
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
町
の
独
自
負
担

軽
減
策
と
し
て
、
さ
ら
に
水
田
整
備

で
〇
・
五
％
、
用
水
路
整
備
で
三
・

〇
％
を
補
給
す
る
こ
と
で
農
家
負
担

を
七
・
〇
％
ま
で
引
き
下
げ
、
軽
減

策
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
平
成
十
八
年
度
事
業
実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
和
寒
中
央
地

区
の
事
業
費
一
億
五
千
万
円
の
う

ち
、
五
、
四
三
〇
万
円
の
事
業
費
に

対
す
る
地
元
負
担
分
九
五
〇
万
三
千

円
に
つ
い
て
は
、
繰
越
明
許
費
と
し

て
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
と
な

り
、
暗
渠
三
一
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

と
も
に
本
年
度
冬
暗
渠
を
施
工
し
た

四
一
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
め
戻
し

を
平
成
十
九
年
度
に
、
春
工
事
で
の

施
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

●
畜
産
関
係

　

酪
農
家
の
生
産
計
画
が
平
成
十
八

年
度
よ
り
始
ま
り
、
平
成
十
七
年
度

生
産
量
が
四
、
一
一
八
ト
ン
に
対
し

本
町
の
目
標
数
量
は
四
、
〇
六
五
ト

ン
の
生
産
枠
で
す
の
で
、
五
三
ト
ン

の
減
産
と
な
り
、
酪
農
家
の
方
々
に

は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す

が
、
良
質
な
牛
づ
く
り
に
は
草
地
改

良
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
本

年
は
草
地
改
良
事
業
一
三
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
牛
の
改
良
増
殖
を
行
う
た
め
、

受
精
卵
移
植
事
業
を
継
続
し
て
参
り

ま
す
。

　

●
林
業
関
係

　

平
成
十
四
年
度
か
ら
事
業
着
手
し

ま
し
た
林
道
南
丘
公
園
線
（
全
延
長

四
、
四
二
二
メ
ー
ト
ル
）
が
本
年
度

工
事
三
一
四
メ
ー
ト
ル
を
も
っ
て
全

線
開
通
と
な
り
ま
す
の
で
、
完
成
後

は
地
区
森
林
整
備
事
業
推
進
に
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
工
事
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
土
地
所
有
者
の
皆
さ

ま
に
は
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
町
の
貴
重
な
水
資
源
で
あ
り
ま

す
国
有
林
二
三
四
七
林
班
の
分
収
造

林
事
業
は
三
・
六
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
植
林

し
、
こ
れ
ま
で
と
合
わ
せ
て
九
・
九

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
し
て
本
年
度

終
了
し
、
今
後
は
下
草
刈
・
除
間
伐

作
業
な
ど
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
五
十
八
回
全
国
植
樹
祭

が
「
明
日
へ 
未
来
へ 
北
の
大
地
の

森
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
六
月
二

十
四
日
北
海
道
（
苫
小
牧
市
）
で
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お

い
て
も
町
民
か
ら
参
加
者
を
募
り
記

念
植
樹
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
森
林
整
備
の
重
要
性
や
森
林
保

護
へ
の
取
り
組
み
に
理
解
が
深
ま
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

●
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー農

想
塾　

　

開
設
以
来
、
試
験
展
示
圃
で
の
品

種
比
較
試
験
を
は
じ
め
、
農
業
情
報

の
提
供
、
土
壌
分
析
や
食
味
分
析
、

後
継
者
育
成
な
ど
本
町
農
業
の
振
興

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

拠
点
施
設
と
し
て
、
振
興
作
物
の
品

種
比
較
試
験
、
農
業
情
報
の
提
供
、

土
壌
分
析
な
ど
事
業
計
画
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
近
年
、
適
正

な
施
肥
設
計
で
良
質
で
安
全
な
農
産

物
の
生
産
と
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
土
壌

診
断
の
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
農
産
物
の
作
付

試
験
研
究
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

●
都
市
女
性
農
村
体
験
事
業

　

昨
年
も
三
名
の
女
性
が
来
町
さ
れ
、

六
月
か
ら
の
実
習
に
精
力
的
に
取
り

組
ま
れ
、
大
変
喜
ば
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
一
名
が
町
内

商
店
の
従
業
員
と
し
て
就
職
さ
れ
町

内
に
残
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
体
験
事
業
で
訪
れ
た
実
習

生
で
十
一
名
の
方
が
本
町
の
後
継
者

と
結
ば
れ
て
お
り
、
三
名
の
方
が
本

町
に
定
住
さ
れ
る
な
ど
、
事
業
効
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
受

入
農
家
や
関
係
機
関
と
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
、
充
実
し
た
事
業
と
し
て

今
年
度
も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

商
工
観
光
関
係

商
工
観
光
関
係

　

●
商
工
関
係

　

商
業
振
興
店
舗
近
代
化
促
進
事
業

が
終
了
し
、
商
店
街
も
整
備
さ
れ
今

後
は
個
店
で
の
経
営
努
力
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
空
き
店
舗
の
活
用
を
含

め
、
近
代
化
さ
れ
た
店
舗
の
活
用
な
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ど
商
工
会
と
も
検
討
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
加
工
品
等
の
研
究
や
販

路
拡
大
の
た
め
の
助
成
も
必
要
と
の

認
識
か
ら
現
在
あ
る
地
場
産
業
開
発

研
究
に
対
す
る
補
助
に
新
た
に
販
売

促
進
の
経
費
助
成
も
加
え
て
、
和
寒

町
の
特
産
品
振
興
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

●
雇
用
対
策

　

景
気
の
低
迷
や
公
共
事
業
等
の
縮

減
で
今
年
も
雇
用
環
境
は
、
厳
し
い

状
況
下
に
な
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
町
単
独
の
雇
用
対

策
事
業
を
予
算
化
し
、
雇
用
対
策
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

●
観
光
関
係

　

塩
狩
温
泉
観
光
ホ
テ
ル
の
閉
鎖
に

よ
る
影
響
も
あ
り
、
塩
狩
峠
記
念
館

の
入
館
者
数
は
四
、
三
一
二
人
で
昨

年
よ
り
二
、
二
四
二
人
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
が
、
修
学
旅
行
の
来
館
者

も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
旭

川
の
三
浦
綾
子
記
念
館
と
も
連
携
を

図
り
、
ま
た
、
記
念
館
友
の
会
の
方

々
と
ご
相
談
申
し
上
げ
な
が
ら
集
客

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

南
丘
森
林
公
園
と
三
笠
山
自
然
公

園
に
つ
き
ま
し
て
も
来
園
者
は
減
少

し
て
お
り
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
の
増
加

や
少
子
化
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
も
可
能
な
限
り
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
来
園
者
の
増
加
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

 

 

保
健
福
祉
関
係

保
健
福
祉
関
係

　

●
保
健
福
祉
関
係

　

本
町
の
平
成
十
八
年
度
、
現
在
ま

で
の
出
生
数
は
三
十
名
で
昨
年
同
期

と
比
べ
ま
す
と
七
名
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
六
十
五
歳
以
上
の
人

口
で
は
、
一
月
末
現
在
で
、
一
、
四

九
四
名
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
率

は
三
十
五
・
二
％
、
前
年
同
期
と
比

べ
、
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上
昇
し

て
お
り
、
少
子
高
齢
化
現
象
は
依
然

と
し
て
進
行
し
て
い
る
状
況
下
に
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
本
町
で
生
活
を
と

も
に
す
る
私
た
ち
は
、
温
か
い
心
と

相
互
扶
助
の
精
神
を
大
切
に
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
「
誰
も
が
明
る
く
、
健

康
に
暮
ら
せ
、
こ
の
町
に
住
ん
で
い

て
良
か
っ
た
。
」
と
い
え
る
保
健
・

福
祉
・
介
護
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
念
頭
に
置
き
、
努
力
を
重
ね
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

保
健
・
福
祉
・
介
護
等
を
と
り
ま

く
国
の
政
策
も
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
者
に
伴
う

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
け
る
訪

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
負
担
額
は
現
行
同
様
四
％
を
町
の

独
自
軽
減
対
策
と
し
て
継
続
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
等
自
立
生
活
支
援

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
事
業
の

趣
旨
で
あ
る
認
定
非
該
当
者
、
い
わ

ゆ
る
自
立
と
判
定
さ
れ
た
方
々
へ
の

支
援
策
を
講
じ
て
参
り
ま
し
た
が
、

昨
年
四
月
一
日
よ
り
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
に
よ
り
、
新
た
に
要
支
援

Ⅰ
・
Ⅱ
が
加
わ
り
、
今
回
の
更
新
時

期
を
も
っ
て
す
べ
て
の
方
が
要
支
援

認
定
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本

条
例
を
廃
止
い
た
し
た
く
、
ま
た
、

本
条
例
の
廃
止
に
伴
い
関
連
す
る
各

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
も
提
案

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

●
児
童
福
祉
関
係

　

常
設
保
育
所
八
十
四
名
、
季
節
保

育
所
二
十
三
名
の
入
所
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
幼
児
の
安
全
と
育
児
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
一
時
保

育
事
業
で
は
、
現
在
ま
で
七
名
、
延

べ
六
十
九
日
の
利
用
が
あ
り
、
新
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
保
護
者
の
方
々

が
緊
急
入
院
、
通
院
・
冠
婚
葬
祭
時

な
ど
急
を
要
す
る
場
合
の
子
育
て
支

援
策
の
一
環
と
し
て
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
流
行
い
た
し

ま
す
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
感
染
性
胃

腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
）
な
ど
の
感

染
拡
大
の
防
止
に
向
け
施
設
内
の
衛

生
管
理
の
徹
底
と
、
保
護
者
の
方
々

に
は
感
染
予
防
対
策
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
そ
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

児
童
館
事
業
で
は
、
放
課
後
児
童

登
録
者
数
は
三
十
一
名
と
な
っ
て
お

り
、
放
課
後
児
童
対
策
・
乳
幼
児
の

集
い
、
単
身
高
齢
者
と
の
交
流
会
、

高
齢
者
の
方
を
講
師
に
招
い
て
の
各
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★ 商 工 会 運 営 に 対 す る 補 助
★ 商 業 振 興 協 同 組 合 補 助
★ 商 工 業 新 規 就 業 対 策 補 助
★中小企業補償融資保証料

及び利子補給補助
★ 商工業活性化融資利子補給補助
★ 中小企業経営安定化利子補給補助
★ 地 場 産 業 開 発 研 究 補 助
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★ 全日本モトクロス選手権大会負担金
★ 各種モータースポーツ大会補助
★ どんとこい！わっさむ夏まつり負担金
★ 観 光 協 会 補 助
★ 全 日 本 玉 入 れ 協 会 補 助
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★三笠山自然公園
運営管理他業務

★南丘森林公園運
営管理他業務

★南丘森林公園塗装【新規】
★塩狩峠記念館

運営管理他業務



種
教
室
等
を
開
催
し
て
お
り
、
新
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
継
続
実
施
し
て

参
り
ま
す
。
利
用
者
も
一
日
平
均
十

一
名
ほ
ど
が
来
館
し
て
お
り
、
今
後

も
情
操
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
図

り
、
児
童
も
親
も
安
心
し
て
通
う
こ

と
が
出
来
る
施
設
の
運
営
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

な
お
、
私
の
公
約
で
あ
り
ま
す

「
子
育
て
へ
の
積
極
的
な
支
援
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
具
体
的
方
策

を
含
め
た
構
想
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
、
団
体
等
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、
明
ら
か
に
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

●
保
健
関
係

　

日
々
の
生
活
は
健
康
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
健
康
は
生
活
を
豊
か

に
し
、
人
生
を
楽
し
く
す
る
源
で
あ

り
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
財
産
で

あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
原
点

に
立
ち
帰
り
、
可
能
な
限
り
の
疾
病

予
防
対
策
と
、
早
期
発
見
時
の
治
療

が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
主
軸
に
据

え
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　

な
お
、
新
年
度
よ
り
基
本
健
康
診

査
、
結
核
・
肺
が
ん
検
診
を
除
く
各

種
ガ
ン
検
診
等
に
お
い
て
、
受
診
の

際
、
一
部
自
己
負
担
を
お
願
い
す
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
従
来
に
増
し

て
各
地
区
の
保
健
推
進
員
と
の
連
携

を
密
に
し
、
受
診
へ
の
奨
励
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
各
種
健
康
教
室
の
開

催
、
訪
問
指
導
、
相
談
事
業
、
検
診

事
後
指
導
事
業
等
を
通
じ
、
町
民
の

健
康
保
持
と
意
識
の
高
揚
・
啓
発
に

努
め
、
全
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
、

健
や
か
に
生
活
が
送
れ
る
よ
う
指
導

・
助
言
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
法
的
に
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
実
施
事
業
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
の
策
定
及
び

実
施
方
法
等
に
つ
い
て
、
現
在
、
七

割
以
上
の
市
町
村
が
未
定
で
あ
る
と

の
情
報
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

し
ば
ら
く
の
間
、
そ
の
状
況
を
見
極

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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★ 高齢者共同福祉住宅運営費
★ 道北バス利用者運賃補助
★ 高 齢 者 事 業 団 育 成 事 業
★ 老人クラブ連合会補助事業
★ 寝たきり老人等介護手当
★ 認 知 症 老 人 介 護 手 当
★ 緊 急 通 報 装 置 設 置
★ 老 人 施 設 入 所 措 置 費
★ 住 宅 福 祉 事 業 委 託
★ ふ れ 愛 住 宅 補 助
★ 長 寿 祝 金
★ 介護保険特別会計繰出金
★ 老人保健特別会計繰出金
★訪問介護サービス自己負担金軽減補助
★後期高齢者医療広域連合市町村負担金【新規】
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★ 地 域 生 活 支 援 事 業 委 託
★ 重度障がい者ハイヤー料金補助
★ 社会福祉施設等通園費補助
★ 身 体 障 が い 者 補 装 具 補 助
★障がい者自立支援利用者負担軽減事業補助
★地域生活支援事業日常生活用具給付
★ 重度心身障がい者等医療費給付
★障がい者の明るいくらし促進事業
★ 障 が い 者 自 立 支 援 医 療 費
★ 精 神 障 が い 者 医 療 費 給 付
★ 障 が い 者 自 立 支 援 医 療 費
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★ 常 設 保 育 所 運 営
★ 季 節 保 育 所 運 営
★ 児 童 館 運 営
★ 児 童 手 当
★ 遺 児 手 当
★ 医 療 費 給 付
★ 一 時 保 育 事 業
★ 障がい者自立支援医療費
★心身障がい児こども通園施設運営負担
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★ 福 祉 団 体 補 助
★ 社会福祉協議会運営補助
（小地域ネットワーク事業、福祉団体育成事業、ボ
ランティア研修参加費等一部補助）

★国民健康保険特別会計繰出金
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★ 母 子 保 健 事 業
★ 歯 科 保 健 事 業
★ 成 人 保 健 事 業
★ 予 防 接 種
★ 組 織 育 成
★ 訪 問 看 護 事 業
★ヘルシーライフ普及啓発
★ 保健福祉センター運営
★町立病院事業会計繰出金
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住
民
関
係

住
民
関
係

　

一
般
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
再
利
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
の
た
め
の
分
別
収
集
に
努
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
効
率
的
な
ご
み
処
理
行
政
を
進
め
る
た
め

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
利
用
し
て
減
量
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量

廃
棄
型
の
社
会
か
ら
脱
却
し
て
、
限
り
あ
る
資
源

を
守
り
環
境
に
優
し
い
「
循
環
型
社
会
」
を
め
ざ

し
て
ご
み
の
排
出
抑
制
や
再
利
用
の
指
導
徹
底
と

啓
蒙
普
及
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
ご
み
処
理
経
費
の
町
民
負
担
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
、
「
ク
リ

ー
ン
タ
ウ
ン
わ
っ
さ
む
」
で
の
議
論
等
に
よ
り
検

討
に
着
手
し
て
参
り
ま
す
。

　

広
域
生
ご
み
処
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
順
調

に
稼
働
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
機
械
の
故
障
等
に

よ
り
業
務
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
一
市
二

町
で
充
分
協
議
協
力
を
し
な
が
ら
、
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
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★ 町道除排雪事業 （全面委託、道路維持管理機械整備事業【新規】）
★町道維持管理事業
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★公営住宅整備事業 （あかしや団地大規模改善、各公営住宅営繕）
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★ 保養センター管理運営
★ 葬斎場・墓地管理運営
★ 衛 生 害 虫 駆 除 補 助
★ 水 質 保 全 事 業
★ 簡易水道特別会計繰出金
★ 下水道特別会計繰出金
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★ 公 衆 ト イ レ 清 掃 管 理
★リサイクルセンター管理運営及び資源ごみ収集業務委託
★ し尿収集及び処理業務委託事業
★ 資 源 ご み 広 域 処 理 負 担 金
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★一般廃棄物埋立処分場管理運営及びごみ収集業務委託
★ 広域生ごみ処理場管理運営

　

●
土
木
関
係

　

地
方
特
定
道
路
事
業
の
最

終
年
度
と
し
て
、
中
通
り
と

北
二
丁
目
通
り
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
た
路
面
改
修
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
昨
年
か
ら
改
修
を
進
め

て
い
る
西
二
条
中
通
り
に
つ

き
ま
し
て
も
二
ヶ
年
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
た
め
、
新

年
度
に
お
い
て
事
業
完
了
す

べ
く
予
算
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
冬
期
間
の
除

排
雪
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
民
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
新
年
度
に
お
い
て
平

成
五
年
度
購
入
の
除
雪
ド
ー

ザ
ー
を
更
新
し
、
除
排
雪
作

業
の
効
率
化
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

●
公
営
住
宅
関
係

　

平
成
十
七
年
度
着
手
し
ま

し
た
、
あ
か
し
や
団
地
大
規

模
改
善
工
事
を
新
年
度
に
お

い
て
も
三
棟
十
二
戸
を
改
善

す
べ
く
計
画
し
、
さ
ら
に
一

棟
四
戸
の
解
体
と
跡
地
の
駐

車
場
及
び
冬
期
間
の
堆
雪
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
造
成
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

建
設
関
係

建
設
関
係

　

●
町
営
バ
ス
関
係

　

町
営
バ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
四
月
一
日
か
ら
バ

ス
料
金
の
改
定
に
よ
り
高

齢
者
の
方
々
も
有
料
化
と

な
り
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、
郊

外
か
ら
通
学
し
て
い
る
小

学
校
児
童
の
登
校
時
の
第

一
便
と
下
校
時
の
臨
時
バ

ス
の
一
往
復
分
を
本
年
度

か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
転

換
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
小
学
校
費
で
予
算

化
し
て
い
た
下
校
バ
ス
の

運
行
業
務
費
を
交
通
対
策

事
業
費
に
組
み
込
み
、
一

元
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。



　

●
旭
川
土
木
現
業
所
所
管
事
業

　

道
道
和
寒
幌
加
内
線
の
三
和
工
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度

の
事
業
完
了
を
目
指
し
、
新
年
度
は

嵯
峨
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
の
八
月
に
着

工
予
定
で
す
が
、
工
事
期
間
中
は
通

行
止
め
と
な
り
、
町
道
西
八
号
道
路

と
十
二
線
道
路
を
迂
回
路
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
、
来
年
の
三
月

に
完
了
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

道
道
和
寒
鷹
栖
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
だ
未
着
手
の
十
七
線
か
十
九

線
ま
で
の
改
良
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
要
望
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
級
河
川
改
修
事
業
の
う
ち
辺
乙

部
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
順
調
な
進

捗
状
況
に
あ
り
、
一
部
護
岸
工
並
び

に
法
面
芝
張
り
工
な
ど
を
行
い
本
年

の
秋
を
も
っ
て
完
了
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
剣
淵
川
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
地
元
期
成
会
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
今
後
と
も
旭
川
土
木
現
業

所
と
協
議
を
重
ね
、
早
期
事
業
着
手

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。　

　

剣
淵
町
と
の
境
界
に
な
り
ま
す
大

成
の
六
線
川
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
環
境
調
査
を
行
い
、
平
成

二
十
年
度
以
降
に
工
事
着
手
の
見
込

み
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

 

総
務
関
係

総
務
関
係

　

●
行
政
改
革
関
係

　

四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
町

有
施
設
の
有
料
化
及
び
手
数
料
の
見

直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
、
そ
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
周
知

さ
せ
て
頂
く
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
の
説
明
会
を
と
お
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
側
に
お
き
ま

し
て
も
内
部
教
育
を
徹
底
し
、
実
施

に
あ
た
っ
て
遺
漏
の
な
い
よ
う
万
全

の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
回
の
措
置
に
よ
り
ま
す
歳
入
に

及
ぼ
す
行
政
改
革
効
果
額
を
試
算
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
十
七
年
度
と

比
較
し
ま
し
て
約
七
百
万
円
の
増
額

効
果
が
あ
る
と
予
想
し
て
お
り
ま
す

が
、
町
民
に
負
担
を
求
め
る
な
か
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
と
言
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

行
政
区
の
自
治
会
移
行
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
に

移
行
す
る
こ
と
を
目
標
に
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
治
会

移
行
区
域
割
（
案
）
及
び
自
治
会
交

付
金
（
案
）
に
つ
い
て
各
地
域
で
説

明
を
申
し
上
げ
、
現
在
、
区
域
割

（
案
）
に
対
す
る
合
意
形
成
を
図
る

べ
く
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

な
お
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す

の
で
、
関
係
行
政
区
と
十
分
連
携
を

図
り
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
解
決
で
き
次
第

移
行
に
向
け
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
入

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

民
間
活
力
の
導
入
に
向
け
た
公
の

施
設
に
関
わ
り
ま
す
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

九
月
に
南
宗
谷
線
地
区
米
穀
類
乾
燥

調
製
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
導
入
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
残
さ

れ
た
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
内

雇
用
を
促
進
す
る
意
味
か
ら
も
関
係

機
関
・
団
体
に
積
極
的
に
働
き
か

け
、
指
定
管
理
者
へ
の
移
行
を
推
進

す
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
六
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た

「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
よ
り
ま
し
て
、
助
役
制

度
、
収
入
役
制
度
及
び
吏
員
制
度
の

見
直
し
が
今
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
所
要

の
例
規
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
助
役
に
つ
き
ま
し
て
は

「
助
役
」
の
呼
称
を
「
副
町
長
」
と

改
め
副
町
長
を
一
人
置
く
と
す
る

「
副
町
長
定
数
条
例
」
の
制
定
を
お

願
い
し
て
お
り
、
併
せ
て
、
現
在

「
収
入
役
事
務
兼
掌
条
例
」
の
規
定

に
基
づ
き
収
入
役
の
事
務
を
助
役
が

兼
掌
し
て
お
り
ま
す
の
を
、
新
法
で

は
「
収
入
役
」
に
代
わ
り
「
会
計
管

理
者
」
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
兼
掌
条
例
の
廃
止
を
お
願
い
し
て

お
り
、
従
来
の
職
員
の
区
分
と
さ
れ

て
き
た
「
吏
員
」
等
の
区
分
も
廃
止

さ
れ
「
職
員
」
に
一
本
化
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ら
関
係
条
例
の
文
言

を
改
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

●
移
住
体
験
事
業

　

厳
し
さ
を
増
す
地
域
農
業
や
進
行

す
る
少
子
高
齢
化
は
、
我
が
ま
ち
の

元
気
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お

り
、
従
来
に
も
増
し
て
人
の
輪
を
拡

げ
・
強
め
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
を

図
る
方
策
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
と
り
わ
け
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
状
況
の
中
で
、
い
か

に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
維
持
・
確
保
し
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
本
町
の
空

き
家
情
報
で
あ
る
「
わ
っ
さ
む
町
で

暮
ら
し
ま
し
ょ
う
」
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
全
国
に
情
報
提
供

を
行
い
、
平
成
十
八
年
に
は
三
家
族

が
本
町
で
の
暮
ら
し
を
始
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
は
昭
和
二
十
二

年
か
ら
二
十
四
年
生
ま
れ
の
、
い
わ

ゆ
る
団
塊
の
世
代
や
ふ
る
さ
と
帰
郷

者
へ
の
期
待
、
さ
ら
に
は
空
き
住
宅

や
廃
校
舎
の
利
活
用
へ
の
期
待
か

ら
、
積
極
的
に
「
和
寒
暮
ら
し
」
の

Ｐ
Ｒ
を
展
開
い
た
し
た
く
、
関
係
者

と
十
分
連
携
を
図
り
、
移
住
体
験
事

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
情
報

の
提
供
等
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

●
交
通
安
全

　

交
通
安
全
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
北
海
道
に
お
い
て
二
年
連
続
し

て
交
通
事
故
死
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン

を
返
上
す
る
と
い
う
成
果
を
上
げ
、

今
後
と
も
、
町
内
か
ら
悲
惨
な
交
通

事
故
を
「
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な

い
」
を
合
い
言
葉
に
交
通
安
全
協

会
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
十
分

に
連
携
し
、
安
全
対
策
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
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歳

入

歳　
　

入

　

●
町
民
税

　

個
人
町
民
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
る
、
所
得

税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
等
に

よ
り
、
税
額
全
体
と
し
て
前
年
度
と

比
較
し
て
三
十
五
・
四
％
の
増
で
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

法
人
町
民
税
は
、
景
気
低
迷
に
よ

る
所
得
割
の
減
、
均
等
割
に
つ
い
て

も
法
人
区
分
の
変
更
に
よ
り
減
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
十
四
・
三

％
の
減
で
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

●
固
定
資
産
税

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
に

つ
い
て
は
前
年
度
と
比
較
し
て
増
、

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
減
と
な
り
ま

す
が
、
全
体
と
し
て
前
年
度
と
比
較

し
て
〇
・
八
％
の
増
で
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

 

　

●
軽
自
動
車
税

　
　

・
た
ば
こ
税

　

軽
自
動
車
税

は
、
四
輪
自
家

用
乗
用
の
台
数

が
増
え
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
三
・
〇
％
の
増
、
た
ば
こ
税
に
つ

い
て
は
喫
煙
場
所
の
制
約
や
禁
煙
者

の
増
加
傾
向
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
二
・
八
％
の
減
で
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
町
税
全
体
で
は

対
前
年
比
十
・
二
％
、
二
、
四
七
九

万
六
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
も
、

平
成
二
十
一
年
度
の
固
定
資
産
評
価

替
え
に
向
け
て
、
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
宅
地
鑑
定
評
価
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
の

納
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
二

期
に
分
け
て
納
入
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
町
民
税
に
つ
い
て

は
税
源
移
譲
に
よ
る
税
額
の
増
、
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
も
二
期
で
は
負

担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
税
と
同
様
の
納
期
限
で
あ
り
ま

す
三
期
に
す
る
た
め
、
条
例
改
正
い

た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
適
正
な
課
税
と
収
納
率

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
自
主
財
源
で

あ
る
税
収
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま

す
。 
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★ 市町村職員共済組合助成事業
★ 総 合 健 診 事 業
★ 総合行政情報システム推進事業
★ 行 政 区 関 係 予 算
★ 現行法令インターネット接続 【新規】
�

����������	


��

★ 広 報 誌 発 行

����������	
��
�

★ 議 場 内 部 改 修 事 業 【新規】
★ 旧 西 和 局 舎 解 体 事 業 【新規】
★ 地域センター高齢化対応事業 【新規】
★ 庁 舎 駐 車 場 整 備 事 業 【新規】
★町民センター・庁舎網戸設置事業 【新規】

������������	
��

★ 交 流 施 設 管 理 業 務 委 託
★ ふ る さ と 会 報 費
★ 空 き 住 宅 等 調 査 委 託
★ カ ヌ ー 学 校 事 業 負 担 金
★わっさむふるさと交流委員会負担金
★ 移 住 体 験 事 業 負 担 金 【新規】
��

�������	
��

���

★ 町営バス運行業務委託事業

��������������	

★ 交 通 安 全 指 導 員 報 酬
★ 国 民 保 護 協 議 会
★ 防 災 計 画 書 作 成 【新規】
★ 学 校 跡 地 検 討 委 員 報 償
★ 担 い 手 結 婚 祝 金
★ 名 誉 町 民 年 金 【新規】
★ 防 災 無 線 関 係
★ 民 間 バ ス 借 上 事 業
★ 交 通 安 全 啓 発 事 業
★ 町 ホ ー ム ペ ー ジ 事 業 【新規】　
★ 自 治 会 移 行 検 討 報 償 【新規】
★ 西 和 サ イ レ ン 撤 去 事 業 【新規】
★ 街路灯・防犯灯識別標示板設置事業【新規】
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★ 参 議 院 議 員 選 挙 費 【新規】　
★ 知 事 ・ 道 議 選 挙 費
★ 町 議 会 議 員 選 挙 費 【新規】

�����������		
�
★ 楡 の 里 人 づ く り 事 業
★ に れ っ こ 祝 金

�������	




国
民
健
康
保
険

　

国
民
健
康
保
険特

別
会
計

特
別
会
計　

　

平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
一
般
被

保
険
者
・
退
職
被
保
険
者
に
係
る
医

療
費
の
延
び
及
び
保
険
財
政
共
同
安

定
化
事
業
拠
出
金
の
増
に
よ
り
、
前
年

度
よ
り
十
六
・
一
％
、
八
、
四
一
〇
万

円
の
増
額
予
算
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
保
会
計
の
収
支
に
つ
き
ま
し
て

は
、
基
金
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
に
よ
り
、
国
保
の
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
基
金
残
高
が
年
々
減
少
し

て
お
り
、
並
び
に
町
財
政
も
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
保
の

健
全
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

被
保
険
者
の
方
に
も
応
分
の
負
担
を

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
十
八
年

分
の
所
得
が
確
定
し
た
時
点
で
、
国
保

運
営
協
議
会
で
十
分
ご
協
議
を
い
た

だ
き
な
が
ら
税
負
担
の
方
法
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

老
人
保
険
特
別
会
計

老
人
保
険
特
別
会
計

　

平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
医
療
費

の
支
払
状
況
を
勘
案
し
て
、
前
年
比

五
・
一
％
、
四
千
六
万
円
の
減
額
予

算
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

急
速
な
高
齢
化
に
伴
う
老
人
医
療

費
の
増
加
等
に
よ
り
、
各
保
険
者
の

医
療
保
険
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
た
め
、
医
療
保
険
制
度
の
将
来
に

わ
た
る
持
続
的
・
安
定
的
な
運
営
確

保
の
た
め
の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
七
十
五
歳
以
上
の
方
及
び
六

十
五
才
以
上
七
十
五
才
未
満
の
一
定

の
障
害
者
の
方
を
被
保
険
者
と
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
北
海
道
の
す
べ
て
の
市
町
村
が

加
入
す
る
広
域
連
合
が
行
う
こ
と
に

な
り
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
の

シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
等
の
負
担
金
を

一
般
会
計
及
び
老
人
保
健
費
に
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業

　

簡
易
水
道
事
業特

別
会
計

特
別
会
計　

　

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
新
年
度
に
お

き
ま
し
て
も
引
き
続
き
水
質
の
保
全

と
水
源
の
管
理
に
充
分
に
配
慮
し
、

供
給
し
て
参
り
ま
す
。

　

公
共
下

公
共
下
水
道
事
業

水
道
事
業

特
別
会
計

特
別
会
計　

　

現
在
千
百
四
十
五
戸
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
の
方

々
に
は
四
月
一
日
か
ら
使
用
料
が
約

五
％
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
が
、
事

業
運
営
上
、
極
め
て
重
要
な
財
源
で

あ
り
、
財
政
運
営
の
適
正
化
と
安
定

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

供
用
開
始
後
十
九
年
目
を
迎
え
た

終
末
処
理
場
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が

目
立
つ
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

一
日
た
り
と
も
休
止
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
い
施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、

日
常
の
監
視
・
管
理
業
務
に
万
全
を

期
し
て
参
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

　

●
介
護
保
険
事
業
関
係

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
現
在

の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
は
二
百

五
十
二
名
、
居
宅
介
護
・
支
援
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
は
百
四
十
三
名
で
、
対

前
年
比
で
十
二
名
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
等
の
利
用
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
々
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
入
所
者
は
、
そ
の
実
績
を
踏
ま

え
、
ま
た
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
三

施
設
で
は
七
十
五
名
が
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
傾
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、
そ

の
事
業
量
等
を
推
計
し
積
算
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か

ら
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行

う
「
介
護
予
防
事
業
・
包
括
的
支
援

事
業
」
等
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
特
定
高
齢
者
」
に
対
す
る
認

定
作
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
が
当

初
見
込
ん
だ
三
％
の
基
準
を
上
回
る

四
・
五
％
、
六
十
七
名
の
方
々
の
実

態
把
握
は
で
き
ま
し
た
が
、
特
定
高

齢
者
（
介
護
予
備
軍
）
と
し
て
認
定

を
了
承
し
た
人
員
は
わ
ず
か
二
名
と

な
っ
て
お
り
、
介
護
予
防
プ
ラ
ン
へ

と
つ
な
ぐ
む
ず
か
し
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
把
握

し
た
特
定
高
齢
者
の
方
に
対
し
、
本

事
業
へ
の
理
解
を
い
か
に
深
め
て
頂

く
か
、
そ
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
各

関
係
機
関
、
団
体
等
か
ら
の
ご
意
見

と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
了
承
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
高
齢
者
を
対
象
と
し

て
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
転
倒
予
防

教
室
」
で
は
、
昨
年
を
大
き
く
上
回

る
五
十
六
名
の
方
が
登
録
し
、
一
回

当
た
り
の
参
加
者
は
三
十
名
ほ
ど
で
、

月
二
回
実
施
し
て
お
り
、
毎
回
、
理
学

療
法
士
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
る
安
心

感
か
ら
参
加
者
の
方
は
楽
し
み
に
通

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
高
齢
者

の
方
々
が
い
つ
ま
で
も
在
宅
で
快
適

な
生
活
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
認
知

症
・
転
倒
予
防
事
業
活
動
に
努
め
、

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
陥
ら
な
い

よ
う
意
を
用
い
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
保
険
制
度
改
正
に
伴

い
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
が
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
と

な
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
参
り
ま
す
。
介
護
保
険
シ
ス

テ
ム
改
修
に
係
る
国
の
補
助
金
は
、
既

に
平
成
十
八
年
度
予
算
で
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
各
市
町
村
と
も
に
シ

ス
テ
ム
の
改
修
作
業
は
年
度
内
に
完

了
し
な
い
と
判
断
し
て
お
り
、
今
回
、

国
か
ら
の
指
導
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

補
助
金
を
含
む
経
費
を
今
年
度
中
に

追
加
補
正
の
措
置
を
取
り
、
全
額
新
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
と
し
、
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
の
運
用
開
始
に
間
に
合

う
よ
う
、
関
係
課
と
十
分
連
携
を
図

り
、
改
修
作
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム芳

生
苑　

　

開
苑
以
来
三
十
年
が
経
過
し
、
そ

の
間
に
五
十
床
の
増
床
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
専
用
居
室
の
整
備
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
併
設
な
ど
施
設

の
拡
充
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

こ
の
間
に
施
設
も
傷
み
老
朽
化
が
進

ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
施
設
の
維
持
管
理
、
施
設

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
施

設
を
有
効
に
使
い
、
必
要
に
応
じ
施

設
の
改
修
補
修
を
行
っ
て
い
こ
う
と

の
考
え
か
ら
、
平
成
十
九
年
度
に
大

規
模
な
改
修
工
事
等
を
計
画
し
、
予

算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
必
要
に
応
じ
、
施
設
の
改

修
補
修
を
行
い
、
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ご
利
用
さ
れ
ま
す
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
、
ま
た
、
安
心
し
て
生
活
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
の
意
識

改
革
、
質
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、

ご
家
族
の
皆
様
か
ら
は
、
ご
自
分
の

大
切
な
方
を
安
心

し
て
お
預
け
い
た

だ
き
、「
利
用
し
て

よ
か
っ
た
」
と
言

わ
れ
る
施
設
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。 
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●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー健

楽
苑　

　

健
楽
苑
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
内

の
他
の
通
所
施
設
と
違
う
特
色
あ
る

施
設
を
目
指
し
、
芳
生
苑
同
様
職
員

の
意
識
改
革
、
能
力
ア
ッ
プ
を
目
指

し
ご
利
用
さ
れ
ま
す
方
々
、
ご
家
族

の
方
々
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
芳
生
苑
の
工
事
中
は
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
用
居
室
の
一
部
を
、

入
苑
者
の
居
室
と
し
て
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
計
画
で
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
を
一
時
制
限
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
係
さ
れ
ま
す
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
す
る
こ
と
か
ら
、
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
年
四
月
に
民
営
化
の
方

向
性
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳
生
苑
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
健
楽
苑
」
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
も
方
針
ど
お
り
民

営
化
を
図
る
べ
く
、
新
年
度
か
ら
専

任
職
員
を
配
置
し
た
推
進
体
制
を
整

え
、
関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
て
行

き
ま
す
。

町
立
病
院
事
業
会
計

町
立
病
院
事
業
会
計

　

昨
年
四
月
の
診
療
報
酬
の
改
正

は
、
本
町
の
よ
う
な
小
規
模
病
院
に

と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
内
容
と
な

り
、
入
院
基
本
料
の
減
収
の
み
な
ら

ず
夜
勤
看
護
者
の
増
員
を
強
い
ら
れ

支
出
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
を
取
り
巻
く
医
療
費
の
自
己
負

担
増
や
、
長
期
投
薬
に
よ
る
通
院
回

数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
外
来
患
者
も

減
少
し
て
お
り
、
多
額
の
補
正
を
お

願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
新
年
度
予
算
編
成
に
お
き
ま
し

て
も
状
況
の
厳
し
さ
は
変
わ
る
こ
と

な
く
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

が
増
大
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

収
益
悪
化
へ
の
対
応
な
ど
経
営
改

善
を
図
る
た
め
、
緊
急
的
措
置
と
し

て
療
養
病
床
を
廃
止
し
、
一
般
病
床

三
十
床
へ
の
変
更
に
向
け
鋭
意
努
力

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
い
ま
少
し
時
間
が
か
か
る
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
そ
の
都
度
機
会
あ
る
ご
と
に

ご
報
告
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
薬
分
業
化
に
伴
う
院
外

処
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
和
寒
調
剤

薬
局
が
完
成
し
、
四
月
二
日
か
ら
の

移
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お

り
、
患
者
の
皆
様
に
混
乱
と
な
ら
な

い
よ
う
充
分
配
慮
し
て
参
り
ま
す
。

　

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
今
後

も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
院
長
、
副
院
長
を
中
心
に
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
一
層
の
経

営
改
善
と
自
己
意
識
の
改
革
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す

が
、
病
院
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
の

厳
し
さ
を
少
し
で
も
町
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
病
院
に

対
す
る
様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を

出
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
仮
称

「
病
院
運
営
会
議
」
の
設
置
を
計
画

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
提
言

さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
や
内
容
を
踏
ま

え
、
所
管
の
常
任
委
員
会
等
と
ご
相

談
申
し
上
げ
な
が
ら
病
院
の
将
来
に

つ
い
て
の
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
一
月
町
長
に
就
任
し

た
際
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は

町
民
全
て
が
担
い
手
と
な
り
、
自
ら

の
判
断
と
責
任
で
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
総
合
的
・

計
画
的
な
判
断
の
上
に
立
っ
た
行
政

運
営
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、「
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
」
並
び

に
「
第
四
次
総
合
計
画
」
の
二
つ
を

和
寒
町
が
着
実
な
歩
み
を
進
め
る
た

め
の
車
の
両
輪
と
位
置
付
け
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
活
き
活
き

と
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
営
ま

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

実
現
の
た
め
に
、
和
寒
が
和
寒
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
、
私
は
、
困
難
に

ひ
る
む
こ
と
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
難
題
に
挑
み
、
一
つ
一
つ
確

実
に
結
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
意

を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
全
身
全
霊
を
傾
け
て
町
政
執
行
に

あ
た
っ
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、

元
気
な
「
郷
土
和
寒
」
の
実
現
の
た

め
最
大
限
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
町
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま

す
。
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★第１号被保険者保険料　　　
★保険給付介護サービス
★介護予防事業
（介護状態になる恐れのある方を対象に予防対策を
行う。転倒予防教室・口腔予防教室・健康相談
等）

★包括的支援事業
（地域包括支援センターを設置、運営協議会、相談
協力員・臨時保健師の配置等）
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★居宅介護サービス計画支援事業費
（ケアプラン作成にかかる事業費）

★通所介護サービス事業費
（施設運営管理関係・レクリエーション・入浴・食
事・送迎等の実施・臨時雇職員賃金他）

★施設介護サービス事業費
（施設運営管理関係・レクリエーション・入浴・食
事・健康維持・通院等関係費用・講師の招聘・施
設外、町外施設研修派遣・臨時雇職員賃金他）

★特養居室出窓等改修工事【新規】
★特養照明器具取替工事【新規】
★正職員給料（20名分）
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★医業費用
★医業外費用
★建設改良費【新規】
★企業債償還金



　

平
成
十
九
年
第
一
回
町
議
会
定
例

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
和
寒
町
教
育

委
員
会
所
管
の
教
育
行
政
執
行
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
は
今
、
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
基

本
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
六
十
年
が

経
ち
、
昨
年
十
二
月
に
教
育
基
本
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
国

民
の
教
育
水
準
は
飛
躍
的
に
向
上

し
、
社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
て
参

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方

で
科
学
技
術
の
進
歩
、
情
報
化
、
国

際
化
、
少
子
高
齢
化
、
家
庭
で
の
教

育
力
の
低
下
な
ど
教
育
を
取
り
巻
く

環
境
は
変
化
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

国
に
お
い
て
教
育
の
再
生
は
最
重
要

な
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
こ
そ
教
育
は
、
二
十
一
世
紀

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
真
の

教
育
実
現
に
向
け
て
の
再
生
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
教
育
環
境
が
変
化

し
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
行

す
る
な
か
に
あ
り
ま
し
て
も
、
郷
土

和
寒
に
暮
ら
す
町
民
一
人
ひ
と
り
が

「
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
人
間

性
豊
か
な
生
活
」
を
営
み
、
ゆ
と
り

と
潤
い
の
あ
る
「
心
の
充
実
」
を
実

感
し
、
創
造
的
で
活
力
の
あ
る
生
涯

学
習
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
和
寒
町
の
教
育
の
振
興
を
図

り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の

振
興
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
施
設
設

備
の
機
能
を
十
分
生
か
し
な
が
ら
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育

の
振
興
を
通
し
て
、
「
活
力
に
満

ち
、
心
の
充
実
を
実
感
し
、
健
や
か

に
生
き
る
」
こ
と
を
目
標
に
、
多
様

な
学
習
の
形
成
や
、
教
育
機
能
の
充

実
、
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
教

育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

学
校
教
育

学
校
教
育

　

●
学
校
教
育
の
推
進

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
益
々

進
展
す
る
国
際
社
会
の
な
か
で
生
き

て
い
く
た
め
「
心
豊
か
に
、
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
」
を
育
て
て
参
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
考
え
学
ぶ
主
体
的
態
度
や
創
造
性

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
生
命
の
大

切
さ
、
思
い
や
り
や
感
謝
の
心
を
養

う
な
ど
、
心
身
と
も
に
健
全
で
調
和

の
と
れ
た
教
育
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　　

●
教
育
課
程
の
編
成
と
実
施

　

第
一
は
、
「
確
か
な
学
力
」
の
育

成
で
あ
り
ま
す
。
個
々
に
応
じ
た
指

導
の
充
実
を
図
り
、
基
礎
・
基
本
の

定
着
と
自
ら
学
び
・
考
え
る
力
を
育

ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
地
域
の
人
材

や
自
然
・
文
化
を
生
か
し
た
学
習
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
様
な

人
間
性
を
育
て
る
た
め
、
特
色
あ
る

教
育
課
程
の
編
成
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

第
二
は
「
心
の
教
育
」
の
充
実
で

あ
り
ま
す
。
豊
か
な
人
間
性
を
育
て

る
た
め
、
規
範
意
識
や
社
会
性
、
他

人
を
思
い
や
る
心
な
ど
道
徳
的
実
践

力
を
育
成
し
て
参
り
ま
す
。

　

第
三
は
「
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
基
本
と
な

る
の
は
評
価
と
公
開
で
あ
り
ま
し

て
、
教
育
活
動
や
学
校
運
営
に
つ
い

て
学
校
自
ら
が
情
報
を
提
供
し
、
地

域
･
父
母
・
学
校
評
議
員
の
意
見
を

経
営
に
生
か
す
な
ど
、
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

第
四
は
「
安
心
・
安
全
な
学
校
づ

く
り
」
で
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の

危
機
管
理
か
ら
不
審
者
や
交
通
事
故

・
災
害
等
に
対
す
る
安
全
教
育
の
推

進
に
加
え
、
何
よ
り
も
学
校
、
家
庭

や
地
域
社
会
が
連
携
し
て
環
境
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
変
大
事
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
の
で
充
実
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
第
五
は
「
教
育
力
の
向
上
」

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
直
接
の
要
と
な

る
の
は
教
職
員
で
あ
り
ま
し
て
、
教

員
の
資
質
能
力
の
向
上
と
教
育
の
専

門
家
と
し
て
の
確
か
な
力
量
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
小
中
各
学
校
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
公
開
研
究
会
を
は
じ

め
、
和
寒
町
教
育
研
究
会
で
の
小
・

中
･
高
等
学
校
が
連
携
し
て
の
研

修
、
研
究
会
な
ど
、
教
育
の
展
開
に

向
け
て
助
言
と
支
援
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

　

小
学
校
・
中
学
校
の
連
携
で
は
九

年
間
を
見
据
え
共
通
の
教
育
基
盤
に

立
っ
て
、「
確
か
な
学
力
」
を
育
み

「
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
」
こ
と

で
一
体
的
な
教
育
の
展
開
が
重
要
で

あ
り
ま
す
の
で
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
特
別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
を

設
置
し
、
小
中
学
校
内
の
特
別
支
援

体
制
と
連
携
を
と
り
、
児
童
・
生
徒

の
障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
教
育
課

程
の
編
成
や
学
校
で
の
支
援
体
制
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
い
じ
め
」
が
社
会
問
題
化

し
て
い
る
な
か
、
昨
年
、
道
教
育
委

員
会
が
実
施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
和
寒
小
学
校
・
中
学
校
に

お
い
て
も
「
い
じ
め
」
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
の
で
、「
い
じ
め
」

の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
な
ど
の
問
題
の
解
決
に
は
学
校
は

勿
論
の
こ
と
教
育
委
員
会
、
保
護
者

そ
し
て
地
域
が
一
体
と
な
り
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
連
携
を
密

に
し
、
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
づ
く

り
に
支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
義
務
教
育
の
機
会
均
等

と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か

ら
、
児
童
生
徒
の
学
習
到
達
度
を
把
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握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的
に
指

導
改
善
等
に
つ
な
げ
る
た
め
に
全
国

一
斉
に
学
力
調
査
を
小
学
校
六
年
生

・
中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
町

に
お
き
ま
し
て
は
参
加
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

外
国
語
指
導
助
手
派
遣
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
外
国
語
（
英
語
）
に

触
れ
、
習
得
す
る
楽
し
さ
を
子
供
た

ち
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
本
年
度

も
幌
加
内
町
と
の
広
域
で
継
続
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
し
て
和
寒

中
学
校
に
心
の
教
育
相
談
員
を
配
置

し
て
適
切
な
生
徒
指
導
を
支
援
し
て

参
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
が
健
康
や
体
力
を

維
持
す
る
た
め
に
、
食
生
活
を
改
善

し
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
食
育
の
推

進
に
意
を
用
い
て
参
り
ま
す
。

　

●
教
育
条
件
の
整
備

　

学
校
営
繕
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

校
舎
・
教
員
住
宅
の
修
繕
等
要
望
内

容
を
検
討
し
、
所
要
経
費
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
平
成
十
七
年
度

に
実
施
し
ま
し
た
学
校
耐
震
調
査
の

結
果
か
ら
今
年
度
は
中
学
校
屋
内
体

育
館
の
耐
震
補
強
工
事
や
体
育
館
屋

根
塗
装
工
事
等
を
行
う
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
に
つ
い

て
は
校
舎
及
び
体
育
館
の
改
築
に
向

け
て
建
設
位
置
、
規
模
等
に
つ
い
て

学
校
は
じ
め
関
係
者
と
も
協
議
し
、

計
画
原
案
の
と
り
ま
と
め
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
の
登
下
校
バ
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
四
月
か
ら
ス
ク

ー
ル
バ
ス
と
し
て
運
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

　

●
和
寒
高
等
学
校
の
振
興

　

本
年
度
の
出
願
者
数
は
町
内
か
ら

五
名
、
近
隣
市
町
か
ら
三
名
の
合
計

八
名
の
出
願
状
況
と
な
り
ま
し
て
、

昨
年
、
和
寒
高
等
学
校
の
存
続
に
向

け
て
要
請
活
動
を
し
て
き
た
だ
け

に
、
誠
に
残
念
な
状
況
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
北
学

区
内
の
士
別
市
内
で
道
立
高
等
学
校

二
校
が
統
合
し
、
新
た
に
一
学
年
五

間
口
校
と
し
て
開
校
に
な
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
更

に
は
、
今
年
中
に
道
教
委
か
ら
適
正

配
置
校
名
を
公
表
す
る
と
も
聞
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
の
振
興
対
策
に

つ
い
て
は
、
振
興
協
議
会
や
高
等
学

校
と
も
充
分
連
携
し
、
情
報
収
集
に

努
め
関
係
機
関
と
も
慎
重
に
協
議

し
、
最
善
の
努
力
を
し
て
参
り
ま

す
。

 

　

●
小
学
校
跡
地
利
用

　

旧
中
和
小
学
校
の
跡
地
利
用
で

は
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
在
住
の
ご

家
族
の
方
か
ら
活
用
し
た
い
旨
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
中
和
小

跡
地
利
用
検
討
委
員
会
で
検
討
さ

れ
、
議
会
や
地
域
へ
そ
の
説
明
を
行

い
、
受
け
入
れ
る
方
向
で
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育

社
会
教
育

　

●
生
涯
学
習

　

町
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
楽
し

く
人
生
を
送
る
た
め
に
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
や
自
主

的
活
動
の
で
き
る
学
習
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
生
涯
学
習
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
公
民
館
は
、
家
庭
及
び

地
域
社
会
と
連
携
し
、
町
民
が
希
望

す
る
各
種
講
座
の
開
催
や
芸
術
文
化

の
鑑
賞
機
会
の
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す 

　

●
町
立
図
書
館

　

図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
蔵
書

数
は
現
在
七
万
八
千
冊
の
規
模
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
生
涯
学

習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
町
民
に
さ

ま
ざ
ま
な
学
習
意
欲
を
支
援
す
る
べ

く
図
書
資
料
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
し
い
情
報
の
収
集
に
意
を

用
い
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
広

報
誌
に
新
刊
本
の
紹
介
や
自
主
企
画

事
業
の
案
内
な
ど
掲
載
し
、
町
民
の

皆
様
が
よ
り
一
層
親
し
み
の
も
て
る

図
書
館
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

●
北
原
交
流
展
示
館

　

和
寒
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
先
生
方

の
作
品
や
町
内
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
の

作
品
な
ど
の
ご
協
力
を
頂
き
、
昨
年

オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
が
、
千
人
を

超
え
る
来
館
者
が
あ
り
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
企

画
展
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
親
し
ま
れ

る
展
示
館
づ
く
り
を
し
て
参
り
ま
す
。 
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ス
ポ
ー
ツ
振
興

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
生
涯
を

通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
意
欲
を

高
め
る
こ
と
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
体
育
指

導
委
員
会
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誰
で
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
笠
山
、
運
動
公
園
広
場

両
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛

好
会
の
皆
様
の
ご
協
力
も
頂
き
ま
し

て
適
切
な
運
営
管
理
に
努
め
て
参
り

ま
す
と
共
に
、
芝
管
理
に
つ
き
ま
し

て
も
最
善
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

研
修
館
「
楡
」
に
つ
い
て
は
、
合

宿
団
体
数
は
維
持
し
て
お
り
ま
す
も

の
の
、
一
般
宿
泊
者
が
減
と
な
っ
て

い
る
状
況
で
、
今
年
度
か
ら
公
共
施

設
使
用
の
有
料
化
に
と
も
な
い
宿
泊

料
を
改
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

宿
泊
者
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
施
設
使

用
料
を
掛
な
い
形
で
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
後
と
も

利
用
者
の
増
に
む
け
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　

近
年
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
病
院
以
外
で
の
心
疾
患
に
よ

る
突
然
死
で
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
普
及
し
て
お
り

ま
す
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
利
用
度
の
多
い
施
設
、
と
り

わ
け
総
合
体
育
館
、
公
民
館
に
設
置

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
行
財
政
改
革
二
年
目
に

あ
た
り
、
四
月
か
ら
は
公
共
施
設
の

使
用
が
有
料
化
に
な
る
の
に
伴
い
ま

し
て
、
町
民
の
皆
様
が
各
施
設
の
利

用
に
あ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
万
全

を
期
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
施
設
の
適
正
な
管
理
運

営
で
は
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
も
充
分
検
討
を
し
て
参
り
ま

す
。

　

以
上
、
平
成
十
九
年
度
教
育
行
政

執
行
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

本
町
の
教
育
の
振
興
に
最
善
の
努
力

を
し
て
参
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様

に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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★和寒高等学校教育振興協議会補助
（遠距離通学費助成、入学準備金、教育活動振興費
助成）

★外国語指導助手招致事業
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★小学校１年生入学祝い品贈呈
（新入学児童鍵盤ハーモニカ贈呈）

★ 学 校 管 理 委 託 事 業
（清掃業務、電気保安業務、除雪業務他）

★ 教 材 備 品 整 備
（パソコン借上、教材備品）

★ 学 校 管 理 備 品 整 備
★ 教 育 研 究 関 係 補 助
（和寒町教育研究会補助、校内研究補助、総合的学
習補助他）

★心の教室相談員配置事業
★ 中体連生徒派遣補助
★ 体育館耐震補強他工事
（中学校【新規】）

学校給食費　　　30,080千円
★給食センター運営負担金
★ 学 校 給 食 会 負 担 金
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★生涯学習推進事業
（公民館講座、青少年育成、女性研修、高齢者研修、
その他学習支援）

★文化活動推進事業
（恵み野ホール活用事業、片栗庵活用、文化活動等
支援、北原交流展示館運営）

★図書館運営事業
（図書・視聴覚資料整備、読書普及促進）
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★スポーツ振興推進事業
（体育指導委員活動費、スポーツ教室開催、地域学
校開放、各種社会体育事業負担金、各種競技出場
補助、体育協会補助、合宿誘致活動、ＡＥＤ設置
【新規】）

★Ｂ＆Ｇ少年の船派遣事業
（海洋体験クルーズ、海洋体験セミナー）

★スポーツ指導者養成事業
（新規資格取得補助）

★スポーツ施設整備事業
（各種スポーツ施設管理委託、研修館「楡」外壁塗
装工事【新規】、東山スキー場第２リフト整備工
事【新規】）
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～地域の話題をお届けします～

「新１年生１日入学｣
　２月21日（水）新しく１年生になる児童を対
象に「新１年生１日入学」が行われました。
　今年新しく１年生になる26名は少しの緊張も
無く元気に先生の話を聞いたり、お兄さんお姉さ
んと楽しい時間を過ごしていました。

「デジカメデータを楽々保存｣
　３月15日・19日の２日間、公民館講座「パソコン教
室」がおこなわれました。今回の講座では、デジカメ
のカードに入っているデータをパソコンに保存する方
法から、無料ソフトを使った簡単な加工・整理の術を
学びました。

「職人技に触れる体験学習｣
　３月20日和寒高校で地域民間招聘事業として、ギター職人として和寒町に移
住してきた　小田島　尚人氏を講師に「職人技に触れる体験学習」が開催され
ました。

「なれない玉に悪戦苦闘｣
　３月６日（火）総合体育館において、剣淵町
教育委員会社会体育係長　佐藤宏樹さんを講師
に招き「バランスボール講習会」が開催されま
した。
　普段使い慣れていないバランスボールに参加
者は悪戦苦闘！さらに普段使っていない筋肉も
悲鳴を上げていたように感じられます。
　次の日は筋肉痛が・・・

　講演では、小田島さんのギターに対する思い入
れや、アメリカでの経験など今までの経過を生徒
の質問やギター演奏を交えながらお話していただ
きました。
　生徒にはギターはもち
ろん、小田島さんの生き
方がこれらからの人生の
良い参考となったと思い
ます。
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「認知症を学ぶ講演会｣
　３月２日（金）、保健福祉センターにおいて「平成18年
度認知症を学ぶ講演会」が開催されました。旭川圭泉会病
院看護部長の太田博美氏を講師に招き「認知症ってなぁ
に？～早期発見・早期治療で健やかな老後を過ごすために
～」と題し、講演をいただきました。
　講演では、認知症の治療についての話や、認知症の方に
対する家族や周りの人の接し方など、事例をまじえなが
ら、わかりやすくお話され、参加された約100名の町民の
方々は熱心に耳を傾けていました。

　　３月７～９日　川西　藤
井宏美さんを講師に招き公民
館講座「トールペイント講
座」が開催されました。
　講座ではペーパースタンド
を作成し、参加者は様々な模
様に色鮮やかに色付けをほど
こし、真剣に取り組んでいま
した。

「６年生に感謝を込めて｣
　３月７日和寒小学校で「６年生を
送る会」が開催され、１年生から５
年生までの在校生が、卒業する６年
生にお礼や感謝の気持ちを歌やゲー
ムで伝えていました。

「お父さんと遊ぼう！！ ｣
　３月11日（日）三笠児童館において育児教室『おやこっこ教室
　ぱぱっこくらぶ』が開催されました。参加された９組のパパや
ママと子どもたちは元気いっぱいに親子遊びを楽しみました。後
半の『お父さんの座談会』では、『乳幼児期に必要なしつけと
は？』『生活リズムと食事の大切さ』など、日々の子育ての中感
じる素朴な疑問や育児のポイントなどを話し合い、療育相談員の
守屋陽子氏からもアドバイスやお父さん達へのエールをいただき
ました。

「完成に向けて真剣！！ ｣

「新入学生にランドセルカバーを｣
　３月19日（月）士別信用金庫より新入学児童にとランドセルカ
バーを贈呈されました。
　交通事故等から新入学児童を守るよう願いを込めて、士別信用
金庫　理事長　阿達　勇氏　から伊藤町長に渡されました。
　新入学児童には交通安全に気をつけて卒業を迎えてもらえるよ
うに皆さんも交通安全に心がけてください。
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卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

恩
師
・
両
親
・
友
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
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　芳生苑では入所されている方
の生活用品として、ご家庭にあ
る『未使用の手ぬぐい・使い古
しのバスタオル・タオルケット
・シャツなどの下着』のご寄付
をお願いしています。ご連絡い
ただければ取りにお伺いします
ので、ご協力をお願いします。
　未使用の手ぬぐい（入浴時な
どの洗顔や、おしぼりとして使
わせていただきます）
　使い古しのバスタオル、タオ
ルケット、シャツなどの下着

綿100％のものならどんなもの
でも結構です

連絡先：特別養護老人ホーム
　　　　芳生苑　電話32－3164
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　平成19年１月宮崎県に鳥インフルエンザが発生し、連日マスコミに報
じられておりましたが、３月には終息しました。しかし、さかのぼると
平成16年にも鳥インフルエンザは発生し、さらには平成13年には牛伝達
海綿状脳症（ＢＳＥ）など家畜所有者、畜産物を購入する消費者には人
獣共通感染症のさらなる侵入や家畜の安全確保に不安をあ
たえています。
　家畜所有者はもちもんでありますが、一般の方にも家畜
衛生の重要性を認識していただき、牛舎等には無断で立ち
入らない・近づかないなどの注意をお願いします。

小学校５年生の部（応募数36点）
　優秀賞　西本　愛美　「美しい町・上」を読んで
小学校６年生の部（応募数27点）
　優秀賞　広田　優佳　「トロルとばらの城の寓話」を読んで
中学生の部（応募数90点）
　優秀賞　當間　会理　しょうがいしゃ
高校生の部（応募数30点）
　優秀賞　飯田　美幸　「青いバラ」

　　　　　　　このほか優良賞19名、佳作29名

�������	
��
��
応募総数301点の中から下記の方たちが優秀賞に選ばれました。

小学校１年生の部（応募数28点）
　優秀賞　合田　朋美　ばばばあちゃんのマフラー
小学校２年生の部（応募数40点）
　優秀賞　金谷　羽純　「ベートーベン」を読んで
小学校３年生の部（応募数26点）
　優秀賞　中谷　さつき　ぼくは王さま
小学校４年生の部（応募数24点）
　優秀賞　南　まど香　カッパの三平

　最近の開放式小型湯沸器による一酸化炭素中毒死亡事故が発生しています。開放式小型湯沸器を室内
で使用する場合には、換気を十分に行わなければなりません。換気が不十分な場合、不完全燃焼を起こし
一酸化炭素中毒になる場合があります。
　消費者の皆様が製品事故から身を守るためには、リスクを適切に認識し、製品を正しくしようする事が
必要です。
　このため経済産業省では、毎月第二火曜日を『製品安全点検日』とし、製
品の安全な使用方法やリコール製品等について情報提供・注意喚起を行うこ
ととしました。
　第二火曜日は「火に注意」して、一酸化炭素中毒事故や漏電による発火や
その他の製品事故を防ぎましょう。
　詳しくは北海道経済産業局のホームページ
　　　　　　������������	
����
���������	
�������������	��
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����　をご覧下さい。
　なお、役場産業振興課窓口においてもホームページ掲載資料を閲覧することができます。

開放式小型湯沸器の使用について
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　２月22日～３月４日　2007年ノルディックスキー世
界選手権札幌大会が札幌ドームをはじめ大倉山ジャンプ
競技場等で開催され、和寒町からは西和出身の加藤大平
選手がノルディックコンバインド競技に参加しました。
　和寒町でも加藤選手の出場日に合わせて応援団を送
り、加藤選手の活躍に大声援を送っていました。

加藤　大平選手競技成績について
２月23日（金）ノルディックコンバインドスプリント　32位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応援団員　24名
２月25日（日）ルディックコンバインド団体　　　　　８位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応援団員　17名
３月３日（土）ﾉルディックコンバインド個人グンダーセン　27位

第49回町民スキー大会
　３月３日（土）和寒東山スキー場におい
て第49回町民スキー大会が開催されまし
た。距離、大回転、滑降に幼児から一般ま
で約80名の町民が参加し、応援にかけつ
けたお父さん、お母さんなどの声援を受
け、一生懸命走り、風をきって滑っていま
した。また、レクリェーション種目とし
て、みかん拾い、宝さがしなどでは大人も
こどもも楽しんでいました。
　競技終了後は参加者全員で美味しいジ
ンギスカンを囲み、残り少ない冬を満喫し
ていました。入賞された方は次のとおり
です。

３２１大　　回　　転
兵　藤　茅　乃辻　　　あすか村　上　伊　吹幼児組男子・女子
高　橋　志　稀前　鼻　舶　斗菊　地　啓　太男子小学１・２年 佐　藤　葉　月伊　藤　晴　香南　　　香　那女子
後　藤　睦　貴吉　田　静　槻渡　辺　一　宝男子小学３・４年 菊　地　美　咲兼　丸　彩　香中　谷　さつき女子

金　谷　光　真男子小学５・６年
藤　井　　　誠高校生・一般

３２１距　　　　　離
辻　　　あすか村　岡　来　玖幼児組男子・女子

鬼　頭　壮一郎男子小学１・２年 鈴　木　志　穂松　村　亜　弓女子
高　瀬　弘　大男子小学３・４年 佐々木　　　萌酒　井　結　衣女子

川　島　和　平村　岡　快　斗袰　田　晃　司男子小学５・６年 鈴　木　結　衣山　口　美　幸松　村　真　由女子
内　田　伸　明男子中学生組 山　口　清　美女子

村　岡　裕　一鬼　頭　　　智高校生・一般
３２１滑　　　　　降

窪　田　　　樹幼児組男子・女子
鬼　頭　壮一郎福　井　惟　之岡　　　俊之介男子小学１・２年 井　川　　　愁鈴　木　志　穂米　澤　早　紀女子

小　島　圭　裕三　田　航　大男子小学３・４年
福　井　崇　久村　岡　快　斗佐々木　彰　斗男子小学５・６年 鈴　木　結　衣山　口　美　幸女子

　２月18日和寒東山スキー場において、
第８回和寒東山ジャイアントスラローム
大会が開催されました。幼児から一般ま
での約220名の選手が参加し、寒い雪風
が吹く中、一生懸命スキーを滑らせてい
ました。和寒町の選手で入賞された方々
は次のとおりです。

小学１・２年女子組　２位　山　石　沙也加
小学１・２年男子組　１位　澤　渡　巧　喜
小学５・６年男子組　４位　佐々木　彰　斗
小学５・６年女子組　１位　堂　前　結　花
　　　　　　　　　　５位　高　橋　雅　子

第８回和寒東山ジャイアントスラローム大会
　３月18日和寒東山スキー場におい
て、第26回全道Ｊｒアルペンスキー大
会が開催されました。幼児から小学生
までの約200名の選手が参加し、難し
いゲレンデコンディションの中、練習
の成果を一生懸命発揮していました。
和寒町の選手で入賞された方々は次の
とおりです。

小学２年男子組　１位　澤　渡　巧　喜
小学５年男子組　３位　佐々木　彰　斗
　　　　　　　　６位　金　谷　光　真
小学６年男子組　５位　酒　向　光　弘

第26回全道Jrアルペンスキー大会
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図書館のホームページは　http://db.net-bibai.co.jp/wassamu/　アクセスしてみてね!!

新
着
本
の
ご
案
内ッ

タ
ウ
ッ
ト
・
ラ
ー
プ
チ
ャ
ル

ー
ン
サ
ッ
プ
）▼
訣
別
の
海（
ロ

バ
ー
ト
・
パ
ー
カ
ー
）▼
カ
ブ
ー

ル
の
燕
た
ち（
ウ
ヤ
ス
ミ
ナ
・
カ

ド
ラ
）▼
病
気
に
な
ら
な
い
生

き
方
２（
新
谷
弘
実
）▼
未
来
を

透
視
す
る（
ジ
ョ
ー
・
マ
ク
モ
ニ

ー
グ
ル
）

〔
児　

童　

書
〕

▼
あ
か
り
ち
ゃ
ん（
あ
ま
ん
き

み
こ
）▼
ふ
ね
に
の
っ
た
ね
こ

の
ヘ
ン
リ
ー（
エ
リ
ッ
ク
・
イ
ン

グ
ラ
ハ
ム
）▼
月
あ
か
り
の
お

は
な
し
集（
ア
リ
ソ
ン
・
ア
ト
リ

ー
）▼
レ
ベ
ル
４　

再
び
子
ど

も
た
ち
の
街
へ（
ア
ン
ド
レ
ア

ス
・
シ
ュ
リ
ュ
ー
タ
ー
）▼
け
ん

か
の
な
か
よ
し
さ
ん（
長
野
ヒ

デ
子
）▼
１
０
０
０
の
星
の
む

こ
う
に（
ア
ネ
ッ
テ
・
ブ
ラ
イ
）

〔
寄
贈
の
お
礼
〕

　

奥
野　
　

孝　

様　
（
川
西
）

〔
一　
　
般　　

書
〕

▼
恋
七
夜（
安
部
龍
太
郎
）▼
ぼ

く
の
手
は
き
み
の
た
め
に（
市

川
拓
司
）▼
こ
の
ベ
ッ
ド
の
う

え（
野
中
柊
）▼
も
も
こ
の
２
１

世
紀
日
記
６（
さ
く
ら
も
も
こ
）

▼
楽
老
抄
２　

あ
め
ん
ぼ
に
夕

立（
田
辺
聖
子
）▼
風
姿
恋
伝

（
唯
川
恵
）▼
た
ち
の
悪
い
話

（
バ
リ
ー
・
ユ
ア
グ
ロ
ー
）▼
ナ

ン
バ
ー
９
ド
リ
ー
ム（
デ
ィ
ヴ

ィ
ッ
ド
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
）▼
青
に

候（
志
水
辰
夫
）▼
オ
ニ
が
来
た

（
大
道
珠
貴
）▼
若
く
な
い
日
々

（
藤
堂
志
津
子
）▼
ミ
ハ
ス
の
落

日（
貫
井
徳
郎
）▼
風
は
山
河
よ

り
４（
宮
城
谷
昌
光
）▼
林
住
期

（
五
木
寛
之
）▼
も
う
一
日（
ミ

ッ
チ
・
ア
ル
ボ
ム
）▼
観
光（
ラ

☆毎週土曜日
　　　　14：00～
　おはなしかい開催中

―話　題　の　本―
『不都合な真実』

アル・ゴア/著（アメリカ元副大統領）
あなたはこの驚くべき現実に向き
合いますか？目を背けますか？地
球温暖化による危険信号が世界中
で点っている。鳥インフルエンザ
などの奇病、猛威を振るったハリ
ケーン・・・。米元副大統領ゴアが地
球の瀕死の症例を紹介し、人類が
取るべき方法を示す。

勤務時間の変更役場などの について

　町では４月１日から職員の１日の勤務時間を実質８時間労働とすることに伴い、各職場
の業務開閉時刻や昼休みなどを、次のとおり変更いたしますのでお知らせします。　　　

変　更　後　の　時　間区　　　　　　　分
午前８時30分～午後５時15分業 務 時 間役場、教育委員会、保健福祉センター、

土地改良事業所、農業活性化センター　 午後０時15分～午後１時00分昼 休 み 時 間
午前８時15分～午前11時45分午前の部

受付時間

町　立　病　院

午後１時00分～午後４時30分午後の部
午前８時15分～午後０時15分午前の部

会計時間
午後１時00分～午後５時00分午後の部
午前８時30分～午後０時15分午前の部

診療時間
午後３時00分～午後５時00分午後の部

これまでどおり、保育・利用時間に変更はありません。保育所、図書館、総合体育館、
芳生苑、健楽苑　　　　　　　

※網掛け太字が変更する時間です。　※ご不明な点がありましたら、各施設へお問い合わせください。

種　　　目　　　①一般・技術幹部候補生　　　②歯科幹部候補生　　　③薬剤幹部候補生
受　　　付　　　平成19年４月１日～５月11日
応 募 資 格　　　①22歳以上26歳未満の者
　　　　　　　　（22歳未満の方は、大卒見込含、大学院修士学位取得者は28歳未満）
　　　　　　　　②専門の大卒者（卒業見込含）で20歳以上30歳未満
　　　　　　　　③専門の大卒者（卒業見込含）で20歳以上26歳未満
試　験　日　　　平成19年５月19日（土）・20日（日）　（20日は飛行要因のみ）
問い合わせ　　　自衛隊旭川地方協力本部　名寄出張所　　℡0165-42-3921

　　　　　　　　　お電話お待ちしております！
　　　　　　　　受験の有無に関わらず、説明のみの対応もします。
　　　　　　　　受験申し込みは役場総務課でも対応いたします。
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　４月５日（木）から14日（土）までの10日間、全道一斉に運動が展開されます。この期間は、特に新入
学児童が希望をもって学校に通い始める時期でもありますので、運転者のみなさんは、子供達の予測ので
きない動きにも対応できる、余裕のある運転を心掛けて下さい。
　また、家庭においても交通安全について話題にするなどして、事故に
遭わない、起こさないようにしましょう。
　交通事故は、ドライバー一人ひとりの注意があれば、防げることだと
思います。
　この運動を契機に通年を通して交通事故防止と安全運転にご協力をお
願い致します。

��������	�

●保護者が次のようなときに利用できます。
①仕事や職業訓練、就労などにより、断続的に保育が必要なとき
②傷病、入院、災害、事故、出産、看護、介護、冠婚葬祭などにより
　保育が必要なとき
③育児に伴う心理的・身体的負担を解消するために保育が必要なとき

● 対 象 児 童 満１歳から小学校就学前の集団保育が可能な児童
● 利 用 で き る 日 月曜日から土曜日まで
  （祝祭日・年末年始など、保育所の休所日をのぞきます。）
● 保 育 時 間 午前８時　～　午後４時まで
● 利 用 料 金 ・３歳未満　2,200円／日　・３歳以上　2,000円／日
● 申請に必要なもの ・印鑑　　　・母子手帳（初めて利用するときのみ）
● そ の 他 ・利用は１日単位です。半日・時間単位は実施していません。
  ・緊急の場合には、口頭でも受け付けます。

　常設保育所において一時保育を行っています。利
用を希望される方は、利用する３日前までに保健福
祉センター（℡32－2000）か、常設保育所（℡32
－2242）にお申し込みください。
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実習生の待遇等

①実習生は、ＯＬ等の方で農業経験が無い人や
経験の少ない人が主になるので、充分配慮し
た中で体験をさせて下さい。

②実習時間は、原則として午前８時から午後５
時までの間でお願いします。

③実習手当は、１日1,000円を負担願います。

④実習生の送迎は、実習時間を配慮し受入農家
で対応してください。

⑤実習期間は６月から10月末までの５ヶ月間

です。

　事業の目的は定住促進対策の一環として、農村生活
体験をとおして、実習生の受け入れ農家や地域のイベ
ント等で町民の方々とのふれあい・交流を大切にし
ていただき、ひとりでも多くの実習生が農業を基幹と
する和寒町を理解し、将来はこの町に住んでいただけ
ればとの考えではじめたものです。

　これまで67名の方が体験に
来町され、その内14名が引き
続き本町に在住を希望され、
うち11名が地元の青年と縁が
あって結婚されております。
　毎年実習生も真剣に農業体
験に取り組んでいます。

詳しくは農業委員会事務局（℡32－2421）までお問い合わせ下さい。

��������	�
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　これまで、70歳未満の方が入院した場合、自己負担額（３割又は２割）を全額負担
し、あとから国保窓口に申請することで、限度額を超えた分を高額療養費として払い戻

されておりましたが、平成19年４月からは、「限度額
適用認定証」を医療機関の窓口に提示することで、入
院時の窓口での支払が限度額までとなります。この
「限度額適用認定証」は、入院する前に国保窓口（役
場　１階　住民課　保険医療係）に申請することで、
交付されます。申請はご家族どなたでも構いません。
入院される場合は、負担額を軽減するためにも、申請
を忘れないようにして下さい。

　尚、医療費の自己負担限度は所得区分に応じて違いますので、詳しくは役場保険医療係にお問い合わせ
下さい。
　また、70歳以上の方については、平成14年度からすでに実施しております。入院前に国保窓口に申請
し、負担の軽減を図ってください。

70歳未満の国保加入者の方の入院し
た時の医療機関での窓口負担が、軽減
されます。

出産に係る医療費をあなたに代わって医療機関に
支払う代理制度が創設されました。

　これまで、出産育児一時金（35万円）については、出生届けを提出した時に、
お祝い金として直接お渡ししていたものを、事前の申請により、出産の為の医療
費の35万円までの費用を、あなたに変わって病院が受け取る制度が導入されま
した。
　これは、今まで直接本人が受け取っていた出産育児一時金を、病院があなたに変
わって代理受領することで、医療機関の窓口での負担を軽減するための措置です。
　具体的には、病院から出産費用40万円の請求が有った場合、事前に国保係に申請
しておけば、35万円は国保係から病院に支払われますので、あなたは５万円だけ病院
の窓口で支払えば良い事になります。
　後で受け取るか、先に受け取るかの違いとは言え、いったん高額な費用を工面するのは大変です。事前
の申請で、35万円までは工面できます。
　出産を控えた国保に加入されている方は、役場１階住民課　保険医療係までご相談下さい。

★対 象 者：心や体に障がいをお持ちの方
　　　　　　※介護保険のサービスを利用できる方は対象となりません。
★利 用 料：無　料　　※食費は自己負担
★通所方法：各自、自家用車もしくは公共交通機関等を利用。　※交通費は一部助成
★利用方法：町で利用の可否と利用限度日数を認定し、事業所へ利用登録の上、

各利用者のご都合に合わせ、ご利用いただきます。
★利用方法：利用を希望される方は、保健福祉課福祉係（℡32－2000）

にご連絡下さい。

�地域活動支援センター
を利用してみませんか？�

　平成19年４月から「地域活動支援センター」
として士別市の「社会福祉法人　道北センター
福祉会」を士別市・剣淵町とともに指定しまし
たので、ぜひご利用下さい。
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健　

康　

メ　

モ

〜
受
け
よ
う
！
が
ん
検
診
〜

【
が
ん
に
な
る
人
っ
て

ど
の
く
ら
い
い
る
の
？
】

　

日
本
人
の
死
因
の
一
位
は
が
ん
で

約
三
〇
％
、
和
寒
町
で
も
約
二
〇
％

の
方
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
生
の
う
ち
に
二
人
に
一
人

が
が
ん
に
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
症
状
が
出
る
前
の
早
い
段
階

で
治
療
す
れ
ば
治
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
が
ん
検
診
で
早
期
発
見
し
、
治

療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
が
ん
検
診
で
は
何
を
す
る
の
？
】

◎
胃
が
ん
：
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
Ｘ

線
写
真
を
撮
り
ま
す
。

◎
大
腸
が
ん
：
容
器
に
二
日
分
の
便

を
取
り
、
出
血
の
有
無
を
調
べ
ま

す
。 

◎
子
宮
が
ん
：
ヘ
ラ
状
の
も
の
で
子

宮
の
入
り
口
の
細
胞
を
こ
す
り
と

る
頚
部
細
胞
診
、
膣
か
ら
機
械
を

入
れ
て
超
音
波
を
当
て
る
超
音
波

検
査
（
卵
巣
が
ん
検
診
と
も
言
わ

れ
ま
す
）、出
血
等
の
症
状
が
あ
っ

た
り
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方

が
対
象
と
な
る
体
部
細
胞
診
が
あ

り
ま
す
。

◎
乳
が
ん
：
視
触
診
検
査
と
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
の
Ｘ
線
検
査
）

を
行
い
ま
す
。

　
【
が
ん
検
診
の
受
け
方
は
？
】

①
希
望
の
受
診
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
係

ま
た
は
保
健
推
進
員
ま
で
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
受

診
日
・
受
診
す
る
検
診
の
種
類
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

②
受
診
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
必

要
書
類
等
を
ご
自
宅
に
送
付
し
ま

す
。
受
診
内
容
を
確
認
し
、
注
意

事
項
を
よ
く
読
ん
で
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

③
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
、
手
数
料

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

※
が
ん
検
診
ツ
ア
ー
で
は
、
旭
川
が

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
へ
の
無
料
送
迎

バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
検
診
は
午
前

中
で
終
了
し
、
十
三
時
頃
ま
で
に

は
町
内
に
戻
る
予
定
で
す
。

【
結
果
が
返
っ
て
き
た
ら
？
】

　

検
診
の
結
果
は
、
受
診
後
約
６
週

間
以
内
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
精
密
検
査
が
必
要
で
す
」
と
い
う

結
果
が
届
い
た
場
合
は
、
が
ん
の
疑

い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

そ
の
書
類
を
持
参
し
て
必
ず
病
院
を

受
診
し
、
詳
し
い
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
が
ん
は
進
行
す
る
と
、
そ

の
場
所
に
と
ど
ま
ら
ず
身
体
の
様
々

な
と
こ
ろ
に
転
移
す
る
た
め
、
治
療

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
自
覚
症
状
の

な
い
う
ち
に
、
早
め
に
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
検
診
の
受
け
方
や
結
果
に
つ

い
て
な
ど
、
心
配
な
こ
と
・
ご
不
明

な
点
が
あ
る
と
き
は
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
保
健
師
（
℡
三
二
―
二
〇
〇

〇
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
師　

佐
武　

絵
理

これからの家庭教育
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　思春期とは、身体の成長に心の成長が追いつかず、だれもが不安定な気分になりやすい時期です。「私
は何なのか」「私はどう生きたらいいのか」などと自分に直面し、自分を見る「もう一人の自分」が意識
されるようになります。小さなことで有頂天になりたり、逆にひどく傷ついて落ち込んでしまったりし
ます。異性への興味が高まったり、親や先生がうっとうしく感じるようになり、自分だけの秘密をもち始
めます。
　こうした心の変化に対し、身体では、体型全体の大人化が著しく進みます。
女性では月経、男性では射精が始まります。また、抑えがたい性衝動が性非行
を含むさまざまな問題行動の原因へとつながることもあります。
　まず、「思春期」について親がしっかりと理解を深めましょう。

思春期について理解を深めよう

和賀俊太君��������	
����
　

　和賀俊太君（和寒中学校３年）が和寒町スポーツ奨励賞特別賞を受賞されました。
第39回北海道中学校スキー大会クロスカントリースキー競技フリー５km３位に入賞
し、全国大会出場が認められての表彰となりました。
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◎対象と手数料

手数料
（負担していただく金額）

対　象検診の種類

500円35歳以上
の男性・女性

胃 が ん 検 診

500円大 腸 が ん 検 診

700円
30歳以上
の女性

乳 が ん 検 診

頚部細胞診：500円
超音波検査：300円
体部細胞診：300円
（体部細胞診は、出血など症状の
ある方や、医師が必要と認めた方
が対象となります）

20歳以上
の女性

子 宮 が ん 検 診

300円
40～70歳
の女性

骨 粗 鬆 症 検 診

�������	

※ただし、左記の
料金（町の補助
あり）で受けら
れるのは平成19年４月から平成20年

� ����������������������

３月までの年度内１回のみです。
� ���������������������

※申し込まれた方には、事前に日程の案
内・問診票・大腸検体容器等と手数料

� �����

の納付書を送付いたします。検診日 
� ������� � ������

当日（受診後）に指定金融機関（役場
� ����������� � ����������

出納室・士別信金和寒支店・ＪＡ北ひ
びき和寒支所のいずれか）または保健

� ���

福祉センターで手数料を納入してくだ
� ����������

さい。
※検診当日に納入することができない場
合は、事前に指定金融機関で納入して
いただくことも可能です。

◎日程・場所

場　所日　程内　容

旭川がん検診
センター

＊無料送迎バスあり

５月８日（火）６月14日（木）
７月13日（金）７月24日（火）
８月３日（金）11月13日（火）
12月10日（月）１月22日（火）

がん検診ツアー
(胃・大 腸・子 宮
・乳房・骨）

保健福祉センター
８月５日（日）：胃・大腸
　　６日（月）：胃･大腸・喉頭

夏のがん検診
(胃・大腸・喉頭）

保健福祉センター２月14日(木)
冬のがん検診
（胃・大腸）

※平成18年度まで冬のがん検診で
実施していた子宮がん検診は、

� ����������

近年の産婦人科医の不足により、
検診車での医師の派遣が困難に
なったため、平成19年度以降実
施できないこととなりました。
　そのため、子宮がん検診の受診

� ����������������

を希望される方は、乳がん検診
� ��������������

同様、旭川がん検診センターで
� �������������������

受診していただくこととなりま
� ��������������

すので、ご理解とご協力をお願
いいたします。

◎お申し込み・お問い合わせ：保健福祉センター保健係　�32－2000

年 金 あ れ こ れ
�������	
���
��������

○保険料額が改正されます（平成19年度）
　平成19年４月から平成20年３月までの国民年金
保険料は月240円引き上げられます。
　定額　　　　　　　・・・１ヶ月　14,100円
　付加（希望する人）・・・１ヶ月　14,500円

○保険料前納制度の割引額が改正されます（平成19年度）
　１年間又は、６ヶ月間の保険料をまとめて納める《前納制度》は保険料が割引きと
なり、大変お得で、納め忘れの防止にもなります。ぜひご利用ください。

１年分前納する場合　　　　　 の納付期限は、平成19年４月末日です。
６ヶ月分前納（４月～９月分） の納付期限は、平成19年４月末日です。
６ヶ月分前納（10月～３月分） の納付期限は、平成19年10月末日です。

�������	
�������
�������

※付加保険料を納付すると（200円×
付加保険料納付月数）で計算された金
額が、老齢基礎年金に加算されます。

６か月分前納した場合１年分前納した場合月々納めた場合区　分
83,910円

（690円割引）
166,200円

（3,000円割引）
14,100円×12ヶ月
169,200円定額保険料

86,290円
（710円割引）

170,910円
（3,090円割引）

14,500円×12ヶ月
174,000円付加保険料
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全国展開支援事業事前会議①７月18日
小規模事業者新事業全国展開支援事業

８月９日
天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト会議②
小規模事業者新事業全国展開支援事業会議８月22日
小規模事業者新事業全国展開支援事業

９月12日
天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト会議③
第36回大阪インターナショナル・ギフト・ショー９月27～29日
札幌センチュリーロイヤルホテル　道内展示試食商談会10月５日
小規模事業者新事業全国展開支援事業

10月18日
天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト会議④
小規模事業者新事業全国展開支援事業

11月９日
天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト会議⑤
全国ふるさと見本市（池袋サンシャインシティ）全国連主催11月28～29日
小規模事業者新事業全国展開支援事業

12月21日
天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト会議⑥
天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト会議⑦１月24日
東京インターナショナルギフトショー春　東京ビッグサイト２月13～16日
天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト会議⑧２月28日
試食会３月19日

一口メモ
どうしてかぼちゃを

ペースト化したの（？＿？）

　和寒町のかぼちゃは作付け日
本一で年間約8,000ｔもの量が
出荷されていて、そのうち
1,000ｔ程は外観の乱れなど
で、規格外品として安値での販
売や、廃棄処分とされていま
す。
　規格外品といっても品質や味
には何の問題もないため、商品
の付加価値を高めるために、ペ
ースト化し、加工食品素材とし
て売り込むことがベストと考え
ました。

和寒町商工会が「かぼちゃペースト」を試作し、大阪ギフトショー等で高い
評価を受けています。そこで今までの経過を簡単ではあります

が町民の皆さんにお知らせします。

商工会が国の支援制度である「小規模事業者新事業全国展開支援事業」の　商工会が国の支援制度である「小規模事業者新事業全国展開支援事業」の
指定を受け、町・ＪＡと連携を取りながら、地元農産物の規格外品等を食品製造業者や指定を受け、町・ＪＡと連携を取りながら、地元農産物の規格外品等を食品製造業者や
外食産業等企業向けに１次加工をして、付加価値を高めた半製品を試作しＰＲ・販路の開発を行い地元経済の活性化外食産業等企業向けに１次加工をして、付加価値を高めた半製品を試作しＰＲ・販路の開発を行い地元経済の活性化
につなげていこうとする目標のもと「天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト」チームを８月９日に立につなげていこうとする目標のもと「天塩川源流域野菜の企業向け半製品開発プロジェクト」チームを８月９日に立
ち上げ取り組んでまいりました。ち上げ取り組んでまいりました。
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受益者負担の適正化を図るため、次の使用料・手数料について、４月１日
から実施されました。

①  下 水 道 料 金 ＝　月平均５％、一般家庭平均で80円のアップとなりました。
②  バ ス 料 金 ＝　乗車距離に関係なく一律１回おとな100円、こども50円、70歳以上

有料化となりました。
③  健 康 診 査 手 数 料 ＝　肺がん喀痰検査、肝炎ウイルス検査、胃がん検診など検査料の一部

有料化となりました。
④  施 設 使 用 料 ＝　体育･文化等施設の維持管理費の一部を使用料

として利用者に負担をお願いします。
⑤  そ の 他 使 用 料 ＝　加工センター使用料、葬斎場使用料、土取場使

用料の改正を行いました。
(詳しくは、広報誌１月号及び２月号をご覧ください。)

人件費･組織関係　　○組織の縮小・費用が減額になるもの

 議 員 定 数 減 14人　⇒　10人
 職 員 数 一般会計　73人　⇒　70人
 特 殊 勤 務 手 当 の 見 直 し 伝染病防疫手当等の廃止
 水 道 運 営 委 員 会 定 数 減 ９人　⇒　７人
 水道運営委員会任期の改正 ２年　⇒　３年
 児 童 館 運 営 委 員 会 定 数 減 ９人　⇒　６人
 民生委員児童委員推薦会定数減 14人　⇒　７人
 公営住宅入居者選考委員会定数 ８人　⇒　６人　　　　など

報償･補助金関係　　○交付額や補助率が引き下げになるもの

遠距離通学児童･生徒の通学費補助（バス料金が乗車距離に関係なく一律になったことに伴う改正）
各団体負担金･補助金･交付金（どんとこい！わっさむ夏まつり負担金･観光協会補助金他）

事務事業関係　

町立病院外来薬剤処方を院外処方に移行
防災計画の見直し
町民税･固定資産税の納期（２期⇒３期）

※　来月号では、行政改革による効果額及び進捗状況についてお知らせします。

行行行行行行行行行行革革革革革革革革革革２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年目目目目目目目目目目をををををををををを迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ええええええええええ行革２年目を迎え　～～～～～～～～～～ ププププププププププラララララララララランンンンンンンンンンのののののののののの実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践パパパパパパパパパパーーーーーーーーーートトトトトトトトトト11111111113333333333 ～～～～～～～～～～～ プランの実践パート13 ～

　平成18年度を初年度とする第３次和寒町行政改革大綱（Ｈ18～Ｈ22）について、２年
目を迎えた19年度は、行政サービスの提供を受けた方（受益者）と受けない方（非受益
者）との公平性を確保するという受益者負担の原則に基づいた、下水道料金等の公共料
金改正や施設使用料及び手数料の見直しや有料化による町民負担が始まります。
　今月号は、４月１日から町民の皆さんから新たに負担をいただく内容や実施(廃止・改
正)する行政サービスについてお知らせします。

使用料・手数料

新しい和寒町を創る新しい和寒町を創る
自律・共生プラン自律・共生プラン
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役役場場組組織織一一覧覧表表
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（敬称略）

お世話になりましたよろしくお願いします
転　出　校氏　名職　名前　任　校氏　名職　名学校名

旭川市立永山南小学校青山　誠一校　長当麻町立開明小学校福井　幹則校　長

和
寒
小

旭川市立啓明小学校倉　　博之教　諭旭川市立北鎮小学校柞山　孝則教　諭
旭川市立神居小学校畠山　洋美教　諭旭川市立東光小学校増田さゆみ教　諭
旭川市立末広北小学校（期限付）長岡　一水教　諭旭川市立春光小学校久保あゆみ教　諭
　　美深町立美深小学校鈴木　啓之教　諭
　　（期限付）山石　和子教　諭
　　（期限付）神内　恵里教　諭

旭川市立永山南中学校橋本　　剛教　諭士別市立士別南中学校杉本　　仁教　諭和
寒中 　　紋別市立上渚滑中学校蛯名　恭子教　諭

三笠高等学校水谷十三博校　長函館西高等学校小越　康雄校　長

和
寒
高

寿都高等学校西野　晴彦教　頭旭川東高等学校定時制桂　　玲子教　頭
旭川西高等学校宮腰　幸樹教　諭旭川工業高等学校澤崎　真也教　諭
厚真高等学校鈴木　尊子教　諭岩見沢西高等学校根府　　崇教　諭
鷹栖高等学校宮澤紀久子養護教諭上川高等学校鈴木　裕子養護教諭
鷹栖高等学校助安由紀子事務生　　　

��������	
－3月31日付退職　お世話になりました（敬称略）－

瓜　　　徹　良（出納室長）　　　西　垣　昌　晴（町立病院薬局長）　　　佐々木　　清（消防和寒支署次長）
川　嶋　孝　明（議会事務局長）　渡　部　絹　子（芳生苑介護員）

－４月１日付採用　よろしくお願いします（敬称略）－
　大　川　恭　平〔保健福祉課〕

　この度、私は、四月から和寒町役
場に勤務させていただくことにな
りました。私は、去年大学を卒業し
ました。特技は、スキーです。和寒
町では、クロスカントリーが盛んと
聞きましたので、ぜひチャレンジし
たいと思います。この他にも様々
なことにチャレンジしながら、少し
でも町民の皆様と会話ができたら

と思います。まだ社会人一年目なので、町民の皆様に
は、色々とご迷惑かけると思いますが、職場の方々や多
くの皆様からのご指導を賜りながら、頑張りたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願いします。

　佐　藤　貴　明〔士別地方消防事務組合和寒支署〕
　４月から和寒町の消防職員とし
て働かせていただくことになりま
した。大学時代から和寒町に訪れ
るようになり地元の方々と接した
機会も多く、馴染み深いこの町で働
けることを大変嬉しく思っており
ます。まだ、学校を卒業したばかり
で至らない点も多く、皆様にもご迷
惑をおかけすることもあるかと思

いますが、地域の安全・安心できるまちづくりを目指
し、消防職員として体を張って活動していきたいと思っ
ております。また、町民の方々と早く打ち解けられるよ
う積極的に関わっていきたいとも思っておりますので、
どうぞよろしくお願いします。

　西　田　英　視〔士別地方消防事務組合和寒支署〕
　４月から和寒町の消防職員とし
て働かせていただくことになりま
した。私は生まれてから二十年間
この和寒町で生まれ育ちました。
日頃から町民の皆様方にはお世話
になってきた私なので、これからは
立派な消防職員となり皆様のお役
にたてればと思っております。私
はこの町が本当に大好きで、職員と

なれた事が幸せです。一日でも早く、小さい子からお年
寄りの方々に“消防の西田君”として覚えてもらい気軽
に声などかけてもらえる様な職員を目指し頑張ります。
これからどうぞよろしくお願いいたします。

　半　沢　由美子〔町立和寒病院　看護師〕
　３月で市立士別総合病院を退職
し、４月より町立和寒病院で働かせ
ていただくことになりました。今
までは、整形外科・皮膚科の患者さ
んと多く関わってきました。その
経験を生かしながら、一日でも早く
病院・業務に慣れ、スタッフの皆さ
んと共に、和寒町民の皆さんにより
良い看護を提供していけるよう、努

力していきたいと思っています。気軽に声をかけていた
だけると嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたしま
す。



　

ＴＯＷＮ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　　 行事日程は、変更になる場合がありますので、お確かめ
のうえご利用ください。
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転倒予防教室（９：30～　保健福祉センター）
心配ごと相談（13：00～　保健福祉センター）
折り紙で遊ぼう（15：00～　三笠児童館）

�����

乳児健診（13：00～　保健福祉センター）�����

乳幼児のつどい（10：00～　三笠児童館）�����

絵本の読み語り（15：00～　三笠児童館）�����

おはなし会（14：00～　図書館）�����

�����

�����

町議会議員選挙告示（立候補受付）
折り紙で遊ぼう（15：00～　三笠児童館）�����

�����

乳幼児のつどい（10：00～　三笠児童館）
予防接種　三混・ＢＣＧ

（15：00～　保健福祉センター）
�����

絵本の読み語り（15：00～　三笠児童館）�����

おはなし会（14：00～　図書館）�����

町議会議員選挙投票日
春のおはなし劇場（14：00～　図書館）�����

�����

転倒予防教室（９：30～　保健福祉センター）
折り紙で遊ぼう（15：00～　三笠児童館）�����

第４回農業委員会総会（13：30～　第２会議室）
糖尿病教室（13：30～　保健福祉センター）
こいのぼり作り（14：30～　三笠児童館）
縄跳び記録会（15：30～　三笠児童館）

�����

乳幼児のつどい（10：00～　三笠児童館）
こいのぼり作り（14：30～　三笠児童館）
予防接種　三混・麻風しん

（15：00～　保健福祉センター）

�����

新入生歓迎会（14：30～　三笠児童館）
絵本の読み語り（15：00～　三笠児童館）�����

全町一斉清掃活動（８：00～　町民センター前集合）
おはなし会（14：00～　図書館）�����

図書館休館日（祝日）�����

図書館休館日�����

� ���

折り紙で遊ぼう（15：00～　三笠児童館）����

����

図書館休館日（祝日）����

図書館休館日（祝日）����

図書館開館
おはなし会（14：00～　図書館）����

����

����

がん検診ツアー
心配ごと相談（13：00～　保健福祉センター）
折り紙で遊ぼう　カーネーション作り

（15：00～　三笠児童館）

����

折り紙で遊ぼう　カーネーション作り
（15：00～　三笠児童館）����

乳幼児のつどい（10：00～　三笠児童館）�����




